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scrambling cell-payload
Cisco 7100、7200、または 7500シリーズルータで ATMセルペイロードフレームをランダム
化することによってデータの信頼性を向上させるには、scrambling cell-payloadコマンドをイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで使用します。スクランブリングを無効化す

るには、このコマンドの no形式を使用します。

scrambling cell-payload
no scrambling cell-payload

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト スクランブリングはディセーブルです。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 通常はデフォルトの値で十分なため、cell-payloadコマンドを明示的に実行する必要はありませ
ん。T1リンクでは、デフォルトの b8zs回線符号化で通常十分な信頼性が確保されます。E1の
デフォルトは hdb3です。

スクランブリング設定は遠端のレシーバの設定と一致する必要があります。

例 Cisco 7100または 7200のシリーズルータに関する次の例では、スロット 0のポート
アダプタのインターフェイス 1のリンクを no scramblingに設定します。

interface atm0/1
no scrambling cell-payload
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関連コマンド DescriptionCommand

Cisco 2600および 3600シリーズルータで ATMセルペイロードフレーム
をランダム化することによって、データの信頼性を向上します。

scrambling-payload
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scrambling-payload
Cisco 2600または 3600シリーズルータで ATMセルペイロードフレームをランダム化するこ
とによってデータの信頼性を向上させるには、scrambling-payloadコマンドをインターフェイ
スコンフィギュレーションモードで使用します。スクランブリングを無効化するには、この

コマンドの no形式を使用します。

scrambling-payload
no scrambling-payload

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ペイロードスクランブリングは E1リンクでオン、T1リンクでオフです。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 通常はデフォルトの値で十分なため、scrambling-payloadコマンドを明示的に実行する必要はあ
りません。T1リンクでは、デフォルトのb8zs回線符号化で通常十分な信頼性が確保されます。

スクランブリング設定は遠端の設定と一致する必要があります。

例 Cisco 2600または 3600のシリーズルータに関する次の例では、スロット 0のモジュー
ルのインターフェイス 1のリンクを no scramblingに設定します。

interface atm0/1
no scrambling-payload

関連コマンド DescriptionCommand

Cisco 7100、7200、または 7500シリーズルータで ATMセルペイロー
ドフレームをランダム化することによって、データの信頼性を向上し

ます。
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selection-method
相手先固定接続（PVC）バンドルメンバーの選択方法を指定するには、selection-methodコマ
ンドをATMバンドルコンフィギュレーションモードで使用します。選択方法を無効にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

selection-method {qos-group|tos-exp}
no selection-method {qos-group|tos-exp}

構文の説明 PVCバンドルメンバーの選択に、各パケットに関連付けられたサービス品質（QoS）
グループ値を使用することを指定します。

qos-group

PVCバンドルメンバーの選択に、各パケットのタイプオブサービス（ToS）ビッ
ト設定または各パケットの Experimental（EXP）ビット設定（マルチプロトコルラ
ベルスイッチング（MPLS）パケットの場合）を使用することを指定します。

tos-exp

コマンドデフォルト 選択方法は設定されていません。

コマンドモード
ATMバンドルコンフィギュレーション（config-if-atm-bundle）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)T

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SREに統合されました。12.2(33)SRE

使用上のガイドライン QoSグループまたは Inverse Address Resolution Protocol（Inverse ARP）が設定された PVCバン
ドルメンバーがない場合にのみ、QoSグループから ToSまたは EXPに選択方法を変更できま
す。

優先順位、保護、バンプが設定された PVCバンドルメンバーがない場合にのみ、ToSまたは
EXPから QoSグループに選択方法を変更できます。

例 次の例では、PVCバンドルで QoSグループの選択方法を使用し、その PVCバンドル
のメンバーに QoSグループを関連付ける方法を示します。

Router> enable
Password:
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm 2/0
Router(config-subif)# bundle test
Router(config-if-atm-bundle)# selection-method qos-group
Router(config-if-atm-bundle)# pvc 1/32
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Router(config-if-atm-member)# qos-group 1
Router(config-if-atm-member)# end

次の例では、PVCバンドルの ToSまたは EXPの選択方法を示します。

Router> enable
Password:
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm 2/0
Router(config-subif)# bundle test
Router(config-if-atm-bundle)# selection-method tos-exp
Router(config-if-atm-member)# end

関連コマンド 説明コマンド（Command）

PVCバンドルメンバーの InARPを有効化します。inarp-vc

1つ以上のQoSグループを PVCバンドルメンバーに関連付け
ます。

qos-group(ATMbundlemember)
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shortcut-frame-count
Multiprotocol over ATM（MPOA）解像度要求が送信される前に、shortcut-frame時間内でデフォ
ルトのルータにパケットをルーティングできる最大回数を指定するには、shortcut-frame-count
コマンドをMPCコンフィギュレーションモードで使用します。デフォルトの shortcut-setupフ
レームカウント値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

shortcut-frame-count count
no shortcut-frame-count

構文の説明 shortcut-setupフレームカウント数。デフォルトは 10フレームです。count

コマンドデフォルト デフォルトは 10フレームです。

コマンドモード
MPCコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

例 次の例では、MPCに対して shortcut-setupフレームカウントを 5に設定する方法を示
しています。

Router(mpoa-client-config)# shortcut-frame-count 5

関連コマンド DescriptionCommand

MPCまたはMPSのコントロール ATMアドレスをオーバーライドしま
す。

atm-address

指定した名前を持つMPCを定義します。mpoaclientconfigname

MPCの shortcut-setupフレーム時間を秒単位で設定します。shortcut-frame-time
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shortcut-frame-time
Multiprotocol overATM（MPOA）クライアント（MPC）に shortcut-setupフレーム時間（秒数）
を設定するには、shortcut-frame-timeコマンドをMPCコンフィギュレーションモードで使用
します。デフォルトの shortcut-setup frame-time値に戻すには、このコマンドの no形式を使用
します。

shortcut-frame-time 時刻
no shortcut-frame-time

構文の説明 shortcut-setupフレーム時間（秒単位）。時

刻

コマンドデフォルト デフォルト値は 1秒です。

コマンドモード
MPCコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

例 次の例では、MPCに対して shortcut-setupフレーム時間を 7に設定する方法を示してい
ます。

Router(mpoa-client-config)# shortcut-frame-time 7

関連コマンド DescriptionCommand

MPCまたはMPSのコントロール ATMアドレスをオーバーライドしま
す。

atm-address

指定した名前を持つMPCを定義します。mpoaclientconfigname

shortcut-frame時間内に、MPOA解像度要求が送信される前にデフォル
トのルータにパケットをルーティングできる最大回数を指定します。

shortcut-frame-count
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show aal2 xgcpspi
ATMアダプテーション層 2（AAL2）External Media Gateway Control Protocols（XGCP）サービ
スプロバイダーインターフェイスを表示にするには、showaal2 xgcpspiコマンドを特権EXEC
モードで使用します。

show aal2 xgcpspi {call|statistics}

構文の説明 AAL2 XGCPサービスプロバイダーインターフェイスのアクティブコールの詳細を
表示します。

call

AAL2 XGCPサービスプロバイダーインターフェイスのコール統計を表示します。statistics

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、AAL2XGCPサービスプロバイダーインターフェイスのアクティブ
コールの詳細およびコール統計を表示します。

例 以下に、show aal2 xgcpspiコマンドの出力例を示します。フィールドの意味は自明で
す。

Router# show aal2 xgcpspi call
C a l l I d

No. Srce Dest Mode VPI VCI Port
=== ===== ===== ========= === === ====
1 4 3 Receive 2 40 0
2 6 5 Receive 2 41 8

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

システムに設定されているAAL2プロファイルが表示されます。showaal2profile
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show atm arp-server
特定の1つのインターフェイスまたはすべてのインターフェイスに関するATMAddressResolution
Protocol（ARP）サーバの情報を表示するには、show atm arp-serverユーザ EXECコマンドを
使用します。

AIPを備えた Cisco 7500シリーズ、ATM、ATM-CES、拡張 ATMポートアダプタを備えた
Cisco7200シリーズ、および1ポートATM-25ネットワークモジュールを備えたCisco2600/3600
シリーズでの AIP
show atm arp-server [atm slot/number [. subinterface-number]]

ATMおよび拡張 ATMポートアダプタを備えた Cisco 7500シリーズ
show atm arp-server [atm slot/number-adaptor/port [. subinterface-number]]

NPMを備えた Cisco 4500および 4700シリーズ
show atm arp-server [atm number [. subinterface-number]]

構文の説明 （任意）ATMスロットとポート番号。次のプラットフォーム構成の場
合、このフォーマットを使用します。

• Cisco 7500シリーズルータ上の AIP。

• Cisco 7200シリーズルータでの ATMポートアダプタ、ATM-CES
ポートアダプタ、および拡張 ATMポートアダプタ。

• Cisco 2600および 3600シリーズルータ上の 1ポートATM-25ネッ
トワークモジュール。

atm slot / port

（任意）ATMスロット、ポートアダプタ、およびポート番号。Cisco
7500シリーズルータの ATMポートアダプタまたは拡張 ATMポート
アダプタには、このフォーマットを使用します。

atm slot / port-adapter
/ port

（任意）Cisco 4500/4700ルータでの ATMネットワークプロセッサモ
ジュール（NPM）番号。

atm number

（任意）サブインターフェイス番号。. subinterface-number

コマンドモード
ユーザ EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 次に、インターフェイスを指定しない場合の showatmarp-serverコマンドの出力例を示
します。

Router# show atm arp-server
Note that a '*' next to an IP address indicates an active call

IP Address TTL ATM Address
ATM1/0:

* 4.4.4.2 19:50 ac15336602000000000000000000000000000000
* 4.4.4.6 19:50 ac15336606000000000000000000000000000000
* 4.4.4.15 19:14 ac15336615000000000000000000000000000000

ATM1/0.23:
* 10.0.0.2 19:50 ac15336602000000000000000000000000000023
* 10.0.0.6 19:50 ac15336606000000000000000000000000000023

次に、Cisco 7500でスロットとポートを指定した場合の show atm arp-serverコマンドの
出力例を示します。

Router# show atm arp-server atm 1/0
Note that a '*' next to an IP address indicates an active call

IP Address TTL ATM Address
* 4.4.4.2 19:00 ac15336602000000000000000000000000000000
* 4.4.4.6 19:00 ac15336606000000000000000000000000000000
* 4.4.4.15 19:14 ac15336615000000000000000000000000000000

関連コマンド DescriptionCommand

IPネットワークの ATM ARPサーバを識別するか、ATM ARPテーブルのエン
トリに TTL値を設定します。

atmarp-server
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show atm class-links
仮想回線（VC）パラメータ設定およびパラメータ値の継承元を表示するには、show atm
class-linksコマンドを特権 EXECモードで使用します。

show atm class-links{vpi/vci名前}

構文の説明 ATM VPIと VCI番号。スラッシュ文字（/ )と vpi値がない場合、vpi値はデフォルト
で 0になります。

vpi /
vci

VCの名前。名前

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 次に、VPI 0と VCI 66の show atm class-linksコマンドの出力例を示します。

Router# show atm class-links 0/66
Displaying vc-class inheritance for ATM2/0.3, vc 0/66:
broadcast - VC-class configured on main-interface
encapsulation aal5mux ip - VC-class configured on subinterface
no ilmi manage - Not configured - using default
oam-pvc manage 3 - VC-class configured on vc
oam retry 3 5 1 - Not configured - using default
ubr 10000 - Configured on vc directly
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show atm cell-packing
ATM相手先固定接続（PVC）から単一のマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）擬
似回線に送信されたパケット内のセルの平均数、およびMPLS擬似回線から受信し、それぞれ
の ATM仮想回線（VC）に送信されたパケット内のセルの平均数を表示するには、show atm
cell-packingコマンドを特権 EXECモードで使用します。

show atm cell-packing

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XEリリース
3.7S

使用上のガイドライン 1つ以上の ATM PVCを単一の擬似回線にマップするには、ATMインターフェイスに N:1 PVC
を作成する必要があります。特定の擬似回線について、デバイスから送られてくるパケットと

デバイスによって受信されるパケットのセルパッキングの量を測定するために show atm
cell-packingコマンドの出力を使用できます。Cisco IOSソフトウェアは、各方向のパケットご
とのセルの平均数を計算します。

例 以下に、show atm cell-packingコマンドの出力例を示します。出力の各フィールドの
意味は自明です。

Device# show atm cell-packing

average average
circuit local nbr of cells peer nbr of cells MCPT
type MNCP rcvd in one pkt MNCP sent in one pkt us)

ATM4/0/0.1 vc 1/41 20 1 20 1 100
ATM4/0/0.1 vc 1/42 20 1 20 1 100

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

複数のセルパッキングを有効にします。cell-packing
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show atm ilmi-configuration
ILMIコンフィギュレーション情報を表示するには、showatmilmi-configurationコマンドを特
権 EXECモードで使用します。

show atm ilmi-configuration

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.0よりも前のリリースで導入されました。12.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 次に、showatmilmi-configurationコマンドの出力例を示します。

Router# show atm ilmi-configuration
LECS Address(s):
1122334455667788990011223344556677889900

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 1 : show atm ilmi-configurationのフィールドの説明

説明フィールド

現在のATMLANエミュレーションクライアント（LEC）アドレス。LECS
Address(s)

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ILMIに関連するステータス情報を表示します。showatmilmi-status
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show atm ilmi-statusコマンド
ILMIに関連するステータス情報を表示するには、showatmilmi-statusコマンドを特権 EXEC
モードで使用します。

show atm ilmi-status [atm interface-number]

構文の説明 （任意）ATMインターフェイス。atm

（任意）ATMインターフェイスの数。interface-number

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.0よりも前のリリースで導入されました。12.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン インターフェイスを指定せずに showatmilmi-statusコマンドを入力すると、すべての ATMイ
ンターフェイスについて、ILMI関連のステータス情報が表示されます。

例 次に、showatmilmi-statusコマンドの出力例を示します。

Router# show atm ilmi-status

Interface :ATM2/0 Interface Type :Unknown
ILMI VCC :(0, 16) ILMI Keepalive :Disabled
ILMI State: Restarting
Interface :ATM5/0 Interface Type :Private UNI (User-side)
ILMI VCC :(0, 16) ILMI Keepalive :Disabled
ILMI State: UpAndNormal
Peer IP Addr: 10.0.52.17 Peer IF Name: ATM1/1/0
Peer MaxVPIbits: 8 Peer MaxVCIbits: 14
Active Prefix(s) :
47.0091.8100.0000.0040.0b0a.2501
End-System Registered Address(s) :
47.0091.8100.0000.0040.0b0a.2501.bbbb.ccdd.eeff.12(Confirmed)

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。
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表 2 : show atm ilmi-statusフィールドの説明

説明フィールド

ATMインターフェイス。interface

ATMインターフェイスのタイプ。インターフェイスタイプ

インターフェイスの現在の ILMI VCCの数。ILMI VCC

ILMIキープアライブパケットの状態。ILMI Keepalive

インターフェイスの ILMIの状態。ILMI State

ピアの IPアドレス。Peer IP Addr

ピアインターフェイスの名前。Peer IF Name

ピアインターフェイスの VPIに許可される最大ビット数。Peer Max VPIbits

ピアインターフェイスの VCIに許可される最大ビット数。Peer Max VCIbits

スイッチ側から登録された、アクティブで有効なネットワー

クプレフィックス。

Active Prefix

ルータからスイッチに登録されるアドレス。ルータは、スイッ

チのネットワークプレフィックスとエンドシステム識別子を

組み合わせて、エンドシステムに登録するアドレスを形成し

ます。

End-SystemRegisteredAddress(s)

関連コマンド 説明コマンド（Command）

ILMI設定情報を表示します。showatmilmi-configuration
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show atm interface atm
ATMインターフェイスに関する ATM固有の情報を表示するには、showatminterfaceatmコマ
ンドを特権 EXECモードで使用します。

AIPを備えた Cisco 7500シリーズ、ATM、ATM-CES、拡張 ATMポートアダプタを備えた
Cisco7200シリーズ、および1ポートATM-25ネットワークモジュールを備えたCisco2600/3600
シリーズ
show atm interface atm slot/port

ATMおよび拡張 ATMポートアダプタを備えた Cisco 7500シリーズ
show atm interface atm slot/port-adaptor/port

NPMを備えた Cisco 4500および 4700シリーズ
show atm interface atm number

構文の説明 ATMスロット番号とポート番号。次のプラットフォーム設定の場合、こ
のフォーマットを使用します。

• Cisco 7500シリーズルータ上の AIP。

• Cisco7200シリーズルータでのATMポートアダプタ、ATM-CESポー
トアダプタ、または拡張 ATMポートアダプタ。

• Cisco 2600および 3600シリーズルータ上の 1ポート ATM-25ネット
ワークモジュール。

slot / port

ATMスロット、ポートアダプタ、およびポート番号。Cisco 7500シリー
ズルータのATMポートアダプタまたはATM-CESポートアダプタには、
このフォーマットを使用します。

slot / port-adapter /
port

Cisco 4500/4700ルータの NPM番号。number

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

number引数が追加されました。11.0

slot / port-adapter / port引数が追加されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 次に、スロット 4、ポート 0の統計を表示する ATM-CESポートアダプタの出力例を
示します。

Router# show atm interface atm 4/0
ATM interface ATM4/0:
AAL enabled: AAL5, Maximum VCs: 1024, Current VCs: 6
Tx buffers 256, Rx buffers 256, Exception Queue: 32, Raw Queue: 32
VP Filter: 0x7B, VCIs per VPI: 1024, Max Datagram Size:4496, MIDs/VC:16
PLIM Type:4B5B - 100Mbps, No Framing, TX clocking: LINE
4897 input, 2900 output, 0 IN fast, 0 OUT fast
Rate-Queue 1 set to 100Mbps, reg=0x4EA DYNAMIC, 1 VCCs
ATM4/0.1:AAL3/4-SMDS address c111.1111.1111 Multicast e222.2222.222
Config. is ACTIVE

次に、スロット 6、ポート 0の統計を表示する拡張 ATMポートアダプタの出力例を
示します。

Router# show atm interface atm 6/0
ATM interface ATM6/0
AAL enabled: AAL5, Maximum VCs: 2048, Current VCs: 3
Maximum Transmit Channels: 64
Tx buffers: 256, Rx buffers 256, Exception Queue: 32, Raw Queue: 32
VP Filter: 0x7B, VCIs per VPI: 1024, Max Datagram Size: 4496
PLIM Type: SONET - 155Mbps, TX clocking: INTERNAL
0 input, 59 output, 0 IN fast, 0 OUT fast
ABR parameters, rif: 16 rdf: 16
Config. is ACTIVE

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 3 : show atm interface atmのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスのスロット番号およびポート番号。ATM interface

AALのタイプ。AAL5と AAL3/4の両方がインターフェイスで有効
な場合、出力には AAL5と AAL3/4の両方が含まれます。

AAL enabled

このインターフェイスがサポートできる仮想回線の最大数。Maximum VCs

アクティブな仮想回線の数。Current VCs

送受信バッファの数。Tx buffers, Rx buffers

例外バッファの数。Exception Queue

キューサイズ。Raw Queue
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説明フィールド

VPフィルタの 16進値。VP Filter

VPIごとにサポートする VCIの最大数。VCIs per VPI

最大データグラム内で設定されたバイトの最大数。Max Datagram Size

このインターフェイスで仮想回線ごとに許可されるメッセージ識別

子の設定された最大数。

MIDs/VC

物理層インターフェイスモジュール（PLIM）のタイプ（E3、4B/5B、
または SONET）。

PLIM Type

E3の場合、G.804になる可能性があります。それ以外の場合、フレー
ミングなしです。

フレーミング

（Framing）

ルータのクロッキング。E3またはSONETの場合、これは INTERNAL
になる可能性があります。これは、AIPまたはNPMがクロックを生
成することを意味します。それ以外の場合、LINEとなり、ATMス
イッチがクロックを提供することを示します。

TX clocking

受信およびプロセススイッチングされたパケット数。input

プロセススイッチから送信されたパケット数。output

ファストスイッチングされた入力パケットの数。IN fast

ファストスイッチングされた出力パケットの数。OUT fast

ネットワークまたは使用可能なビットレート（ABR）PVCの宛先か
らのフロー制御情報への応答でセル伝送レートが増加または低減し

た量。この例でのレート増加ファクタ（RIF）およびレート低減ファ
クタ（RDF）は 16で、これがデフォルトになります。

ABR parameters, rif rdf

設定されたレートキューの一覧。Rate-Queue

特定のレートキュー（AIPのみ）を定義するために、AIPに渡され
た実際のレジスタ値。

reg=

レートキューは動的であり、ソフトウェアによって自動的に作成さ

れたことを示します。atmpvcコマンドで、ユーザ設定のレートキュー
と一致しないピークまたは平均レートを指定したときに、ダイナミッ

クレートキューが作成されます。値PERMANENTは、レートキュー
がユーザ設定のものであったことを示します。

DYNAMIC

このレートキューに動的に接続されている仮想チャネル接続（VCC）
の数。

VCCs
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説明フィールド

サブインターフェイスがATMアダプテーション層AAL3/4をサポー
トすることを示し、SMDS E.164ユニキャストアドレスと、サブイ
ンターフェイスに割り当てられた SMDS E.164マルチキャストアド
レスが表示されます。

ATM4/0.1

ACTIVEまたは VALID in n SECONDS。ACTIVEは、現在の AIPま
たは NPM設定が AIPに読み込まれ、使用されていることを示しま
す。ユーザが設定を変更し、設定が AIPに送信されるまでに 5秒か
かります。

Config. is

関連コマンド DescriptionCommand

PVCインターフェイスを設定します。pvc
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show atm map
ATMネットワーク上、および ATMバンドルマップ上のリモートホストに対するすべての設
定済み ATMスタティックマップのリストを表示するには、showatmmapコマンドをユーザ
EXECまたは特権 EXECモードで使用します。

show atm map

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
ユーザ EXEC
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドは、ATMCESポートアダプタ（PA）の例を含むように変更されま
した。

11.1CA

このコマンドは、ATMバンドルマップの表示を含むように変更されました。
ATMバンドルマップは、1つのバンドルとその関連する仮想回線（VC）すべて
を識別します。

12.0(3)T

このコマンドの表示出力は、ATM相手先固定接続（PVC）へのリモートノード
の IPv6アドレスマッピングを含むように変更されました。

12.2(2)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(21)STに統合されました。12.0(21)ST

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(22)Sに統合されました。12.0(22)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

例 次に、「san-jose」という名前のバンドルに対する showatmmapコマンドの出力例を示
します（0/122、0/123、0/124、および 0/126は、バンドルメンバーの仮想パスおよび
仮想チャネル識別子です）。

Router# show atm map
Map list san-jose_B_ATM1/0.52 : PERMANENT
ip 10.1.1.1. maps to bundle san-jose, 0/122, 0/123, 0/124, 0/126, ATM1/0.52, broadcast
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次は、Cisco 7200シリーズルータにある ATM-CES PAに対する showatmmapコマン
ドの出力例を示します。

Router# show atm map
Map list alien: PERMANENT
ip 10.1.1.1 maps to VC 6
ip 10.1.1.2 maps to VC 6

次に、「new-york」という名前のバンドルに関する情報を表示する showatmmapコマ
ンドの出力例を示します。

Router# show atm map
Map list atm:
vines 3004B310:0001 maps to VC 4, broadcast
ip 172.21.168.110 maps to VC 1, broadcast
clns 47.0004.0001.0000.0c00.6e26.00 maps to VC 6, broadcast
appletalk 10.1 maps to VC 7, broadcast
decnet 10.1 maps to VC 2, broadcast
Map list new-york: PERMANENT
ip 10.0.0.2 maps to bundle new-york, 0/200, 0/205, 0/210, ATM1/0.1

次に、マルチポイント接続の場合の showatmmapコマンドの出力例を示します。

Router# show atm map
Map list atm_pri: PERMANENT
ip 10.4.4.4 maps to NSAP CD.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12, broadcast,
aal5mux, multipoint connection up, VC 6
ip 10.4.4.6 maps to NSAP DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12, broadcast,
aal5mux, connection up, VC 15, multipoint connection up, VC 6
Map list atm_ipx: PERMANENT
ipx 1004.dddd.dddd.dddd maps to NSAP DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12,
broadcast, aal5mux, multipoint connection up, VC 8
ipx 1004.cccc.cccc.cccc maps to NSAP CD.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12,
broadcast, aal5mux, multipoint connection up, VC 8
Map list atm_apple: PERMANENT
appletalk 62000.5 maps to NSAP CD.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12,
broadcast, aal5mux, multipoint connection up, VC 4
appletalk 62000.6 maps to NSAP DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12,
broadcast, aal5mux, multipoint connection up, VC 4

次に、pvcコマンドを使用して ATM PVCを設定する場合の showatmmapコマンドの
出力例を示します。

Router# show atm map
Map list endA: PERMANENT
ip 10.11.11.1 maps to VC 4, VPI 0, VCI 60, ATM0.2

show atm mapコマンドの次の出力例には、ATMインターフェイス 0の PVC 1/32に明
示的にマッピングされているリモートノードのリンクローカル IPv6アドレスおよびグ
ローバル IPv6アドレス（それぞれ FE80::60:3E47:AC8:Cと 2001:0Db8:2222::72）が示
されています。

Router# show atm map
Map list ATM0pvc1 : PERMANENT
ipv6 FE80::60:3E47:AC8:C maps to VC 1, VPI 1, VCI 32, ATM0

, broadcast
ipv6 2001:0DB8:2222::72 maps to VC 1, VPI 1, VCI 32, ATM0
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下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 4 : show atm mapのフィールドの説明

説明フィールド

マップリストの名前。Map list

このマップエントリは設定から入力さ

れたもので、プロセスによって自動的

に入力されたものではありません。

PERMANENT

プロトコルの名前、プロトコルアドレ

ス、および仮想回線記述子（VCD）ま
たはアドレスのマップ先となるネット

ワークサービスアクセスポイント

（NSAP）（atmpvcコマンドで設定さ
れた ATM VCの場合）。

ip 172.21.168.110maps to VC 1 or ip 10.4.4.6 maps to NSAP
DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12

疑似ブロードキャストを示します。broadcast

プロトコル名、プロトコルアドレス、

仮想パス識別子（VPI）番号、仮想チャ
ネル識別子（VCI）番号、およびATM
インターフェイスまたはサブインター

フェイス（pvcコマンドを使用して設
定された ATM PVCの場合）。

または

プロトコル名、プロトコルアドレス、

アドレスのマップ先となるNSAP（svc
コマンドを使用して設定された ATM
相手先選択接続（SVC）の場合）。

ip 10.11.11.1 maps to VC 4, VPI 0, VCI 60, ATM0.2

または

ip 10.4.4.6 maps to NSAP
DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12

使用されるカプセル化、マルチポイン

トまたはポイントツーポイントのVC、
仮想回線の番号。

aal5mux

これがマルチポイントVCであること
を示します。

multipoint connection up

VCの番号。VC 6

ポイントツーポイント VCを示しま
す。

connection up

VCの VPI。VPI

VCの VCI。VCI
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説明フィールド

ATMインターフェイスまたはサブイ
ンターフェイスの番号。

ATM1/0.52

マッピング情報が続くバンドルの名

前。

Map list

バンドルの IPアドレスとバンドルに
属する VCメンバー。

ip 10.1.1.1 maps to bundle san-jose, 0/122, 0/123, 0/124,
0/126

関連コマンド DescriptionCommand

ATM PVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルのスタティック
マップを設定します。PVC上、VCバンドル上、または VCクラス内
で直接 Inverse ARPを設定することにより、ATM PVCの Inverse ARP
または Inverse ARPブロードキャストを有効化します（IPおよび IPX
プロトコルのみに適用）。

protocol(ATM)

リモートノードの IPv6アドレスを、アドレスへの到達に使用する
ATM PVCにマッピングします。

protocolipv6(ATM)

ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCのカプセル化タ
イプを指定するか、または interface-ATM-VCコンフィギュレーショ
ンモードに入ります。

pvc

各バンドルの VCメンバに割り当てられたバンドルの属性と、VCメ
ンバの現在の稼働ステータスを表示します。

showatmbundle

指定したバンドルに関する統計を表示します。showatmbundlestatistics

ATM SVCを作成し、インターフェイスまたはサブインターフェイス
の接続先 NSAPアドレスを指定します。

svc
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show atm pvc
すべてのATM相手固定接続（PVC）とトラフィック情報を表示するには、showatmpvcコマン
ドを特権 EXECモードで使用します。

show atm pvc [interface atm interface-number [. サブインターフェイス] vpi/vci vaccess
[detail]]

構文の説明 （任意）ATM仮想パス識別子（VPI）と仮想チャネル識別子（VCI）の
番号。スラッシュ文字 (/)と vpi値がない場合、vpi値はデフォルトで 0
になります。

vpi / vci

（任意）指定した ATMインターフェイス上のすべての PVCを表示し
ます。

interface-number引数の正しい形式を調べるには、ATMネットワークモ
ジュール、ポートアダプタ、またはデバイスの資料を参照してくださ

い。

interfaceatm
interface-number

（任意）サブインターフェイス番号。範囲は 1～ 4294967293です。
interface-numberと subinterface-numberの間には、ドット（.）の区切り
記号を指定する必要があります。

. subinterface-number

（任意）指定したATMサブインターフェイス上で PVC vpi/vciに関連付
けられているすべての仮想アクセスインターフェイスの名前を表示し

ます。

vpi / vci

（任意）指定したATMサブインターフェイス上で PVC vpi/vciに関連付
けられている仮想アクセスインターフェイスについての情報を表示し

ます。

vaccess detail

コマンドデフォルト すべての ATM PVCが表示されます。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3T

このコマンドは、PPP over Ethernet（PPPoE）の状態を表示するように
変更されました。

12.1(1)T

このコマンドは、仮想アクセスインターフェイスに接続されている

PVCのみを表示するように変更されました。この変更が加えられる前
は、PPP over ATM（PPPoA）または PPPoEで設定されたすべての PVC
が表示されていました。

12.2(4)T
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変更箇所リリース

このコマンドは、Any Transport over MPLS（AToM）の OAMセルエ
ミュレーションの状態を表示するように変更されました。

12.0(23)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドは、ATM PVCのマルチリンク PPP over ATM link
fragmentation and interleaving（LFI）に関する情報を表示するように変
更されました。

12.3(7)T

このコマンドは、OAMループバック検出に関する情報を表示するよ
うに変更されました。

12.0(30)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドは、OAMループバック検出に関する情報を表示するよ
うに変更されました。

12.2(31)SB10

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XEリリー
ス 2.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

このコマンドは、機能を有効にした場合に、ラインレートの変更時に

帯域幅を自動的に調整するように変更されました。

15.5(1)M

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されました。12.2(33)SRE

使用上のガイドライン vpi / vciまたは name引数を指定しない場合、このコマンドの出力は show atm vcコマンドの
出力と同じですが、設定した PVCのみが表示されます。

vpi/vciまたは name引数を指定した場合、このコマンドの出力は、show atm vc vcdコマンド
の出力と同じになり、さらに、PVCの管理に関係する追加情報（接続名、詳細な状態、運用管
理および保守（OAM）カウンタ）が表示されます。仮想回線番号 3と 4は設定しないでくだ
さい。これらの仮想回線は OAM用に予約されています。

コマンドに interface atm interface-number引数を含める場合、このコマンドの出力には、その
インターフェイスまたはサブインターフェイスの下にあるすべての PVCが表示されます。vpi
/ vci vaccess引数を含める場合、コマンド出力には、ATMインターフェイス上の PVCに関連
付けられたすべての仮想アクセスインターフェイスの名前が表示されます。vpi / vci vaccess
detail引数を含める場合、コマンド出力には、詳細な仮想アクセスインターフェイスに関する
情報が表示されます。
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show atm pvc {interface atm interface-number vpi / vci}コマンドの機能と出力は変更されてい
ません。

例 以下に、show atm pvcコマンドの出力例を示します。この出力には、機能を有効に
した場合に、ラインレートの変更で自動的に調整された帯域幅が表示されます。

Device# show atm pvc
VCD / Peak Av/Min Burst

Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells St
0/1/0.3 3 11 39 PVC SNAP VBR 400 100 50 UP

(C) VBR 400 100 50
0/1/0.1 1 11 40 PVC SNAP VBR 500 100 30 UP

(C) VBR 500 100 30
0/1/0.2 2 12 39 PVC SNAP CBR 500 UP

(C) CBR 500
0/1/0.4 4 12 40 PVC SNAP CBR 200 UP

(C) CBR 200
0/1/0.5 5 12 41 PVC SNAP VBR 300 100 10 UP

(C) VBR 300 100 10
0/1/0.6 6 12 42 PVC SNAP CBR 100 UP

(C) CBR 100
0/1/0.7 7 12 43 PVC SNAP VBR 350 100 40 UP

(C) VBR 350 100 40
0/1/0.8 8 12 44 PVC SNAP VBR 200 50 10 UP

(C) VBR 200 50 10

次は、ATMインターフェイスが有効であるかないかを示す show int atmコマンドの
出力例です。

Device# show atm int 0/1/0
ATM0/1/0 is up, line protocol is up
Hardware is NIM-VAB-A, address is 78da.6ebb.6e18 (bia 78da.6ebb.6e18)
MTU 1800 bytes, sub MTU 1800, BW 694 Kbit/sec, DLY 100 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ATM, loopback not set
Keepalive not supported
Encapsulation(s): AAL5
8 maximum active VCs, 8 current VCCs
ATM Dynamic Bandwidth Enabled.
VC Auto Creation Disabled.
VC idle disconnect time: 300 seconds
0 carrier transitions
Last input never, output 2d19h, output hang never
Last clearing of "show interface" counters 2d19h
Input queue: 0/375/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
Queueing strategy: fifo
Output queue: 0/40 (size/max)
5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

203509 packets input, 21571954 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts (0 IP multicasts)
0 runts, 0 giants, 0 throttles
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
49280 packets output, 5223680 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 unknown protocol drops
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

次は、vpi / vci引数が指定された show atm pvcコマンドの出力例です。
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Device# show atm pvc 0/41
ATM2/0: VCD: 3, VPI: 0, VCI: 41
UBR, PeakRate: 155000
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0xC20, VCmode: 0x0
OAM frequency: 0 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s), OAM retry frequency: 1
second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Disabled
OAM VC state: Not Managed
OAM Loop detection: Disabled
ILMI VC state: Not Managed
InARP frequency: 15 minutes(s)
InPkts: 31759, OutPkts: 26497, InBytes: 2356434, OutBytes: 1589743
InPRoc: 15785, OutPRoc: 26472, Broadcasts: 0
InFast: 20, OutFast: 20, InAS: 15954, OutAS: 6
OAM cells received: 0
F5 InEndloop: 0, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
F4 InEndloop: 0, F4 InSegloop: 0, F4 InAIS: 0, F4 InRDI: 0
OAM cells sent: 0
F5 OutEndloop: 0, F5 OutSegloop: 0, F5 OutRDI: 0
F4 OutEndloop: 0, F4 OutSegloop: 0, F4 OutRDI: 0
OAM cell drops: 0
Status: UP
PPPOE enabled.

show atm pvcコマンドの次の出力例には、OAMセルエミュレーション統計が表示さ
れます。この例では、感嘆符でマークが付けられています。

Device# show atm pvc 5/500
ATM4/1/0.200: VCD: 6, VPI: 5, VCI: 500
UBR, PeakRate: 1
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x34000C20, VCmode: 0x0
OAM Cell Emulation: enabled, F5 End2end AIS Xmit frequency: 1 second(s) !!!
OAM frequency: 0 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Disabled
OAM VC state: Not ManagedVerified
OAM Loop detection: Disabled
ILMI VC state: Not Managed
InPkts: 564, OutPkts: 560, InBytes: 19792, OutBytes: 19680
InPRoc: 0, OutPRoc: 0
InFast: 4, OutFast: 0, InAS: 560, OutAS: 560
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 26
F5 InEndloop: 0, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 26
OAM cells sent: 77
F5 OutEndloop: 0, F5 OutSegloop: 0, F5 OutAIS: 77, F5 OutRDI: 0 !!!
OAM cell drops: 0
Status: UP

次は、ATMサブインターフェイスが指定された show atm pvcコマンドの出力例で
す。

Device# show atm pvc interface atm 2/0.2
VCD/ Peak Avg/Min Burst

Interface Name VPI VCI Type Encaps Kbps Kbps Cells Sts
2/0.2 101 0 50 PVC SNAP 155000 155000 UP
2/0.2 102 0 60 PVC SNAP 155000 155000 DOWN
2/0.2 104 0 80 PVC SNAP 155000 155000 UP
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次は、マルチリンク PPPバンドルのメンバーである PVC用の show atm pvcコマンド
の出力例です。

Device# show atm pvc 15/200
ATM4/0.10000:VCD:16, VPI:15, VCI:200
UBR, PeakRate:149760 (353208 cps)
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags:0xC20, VCmode:0x0, Encapsize:12
OAM frequency:0 second(s), OAM retry frequency:1 second(s)
OAM up retry count:3, OAM down retry count:5
OAM Loopback status:OAM Disabled
OAM VC State:Not Managed
OAM Loop detection: Disabled
ILMI VC status:Not Managed
VC TxRingLimit:40 particles
VC Rx Limit:800 particles
InARP frequency:15 minutes(s)
Transmit priority 6
InPkts:347, OutPkts:399, InBytes:6268, OutBytes:7728
InCells:347, OutCells:399
InPRoc:7, OutPRoc:228
InFast:338, OutFast:169, InAS:0, OutAS:0
InPktDrops:0, OutPktDrops:0/0/0 (holdq/outputq/total)
InCellDrops:0, OutCellDrops:0
InByteDrops:0, OutByteDrops:0
CrcErrors:0, SarTimeOuts:0, OverSizedSDUs:0, LengthViolation:0, CPIErrors:0
Out CLP=1 Pkts:0, Cells:0
OAM cells received:0
F5 InEndloop:0, F5 InSegloop:0, F5 InAIS:0, F5 InRDI:0
F4 InEndloop:0, F4 InSegloop:0, F4 InAIS:0, F4 InRDI:0
OAM cells sent:0
F5 OutEndloop:0, F5 OutSegloop:0, F5 OutRDI:0
F4 OutEndloop:0, F4 OutSegloop:0, F4 OutRDI:0
OAM cell drops:0
Status:UP
PPP:Virtual-Access3 from Virtual-Template1
PPPoA Current State = LOCALLY_TERMINATED
PPPoA Latest Event = Vaccess Up
PPPoA Latest Error = None
PPPoA Session ID = 7
PPPoA Handle = 0x4D000006, SSS Handle = 0x00000000
Switch Handle = 0xB5000006, PPP Handle = 0xD700000A
AAA Unique ID = 0x00000007, AIE Handle = 0xE7000006
PVC belongs to Multilink PPP Bundle Virtual-Access4 as a PPPoA member link
Packets in VC Holdq:0 , Particles in VC Tx Ring:0

次は、OAMを使用するループバック検出モードが有効にされた show atm pvcコマン
ドの出力例です。

Device# show atm pvc 4/100
ATM1/0: VCD: 4, VPI: 4, VCI: 100
UBR, PeakRate: 149760
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0xC20, VCmode: 0x0
!
OAM frequency: 10 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Received
OAM VC state: Verified
OAM Loop detection: Enabled ! Indicates that loopback mode detection is enabled.
!
ILMI VC state: Not Managed
VC is managed by OAM.
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InARP frequency: 15 minutes(s)
Transmit priority 4
InPkts: 0, OutPkts: 0, InBytes: 0, OutBytes: 0
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 27
F5 InEndloop: 27, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
OAM cells sent: 27
F5 OutEndloop: 27, F5 OutSegloop: 0, F5 OutAIS: 0, F5 OutRDI: 0
OAM cell drops: 3
Status: UP

次は、ループバックモードが検出されたときの show atm pvcコマンドの出力例で
す。

Device# show atm pvc 4/100
ATM1/0: VCD: 4, VPI: 4, VCI: 100
UBR, PeakRate: 149760
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0xC20, VCmode: 0x0
!
OAM frequency: 10 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Sent
OAM VC state: Not Verified
OAM Loop detection: Enabled, Detected ! Indicates that loopback mode has been detected
on this interface.
!
ILMI VC state: Not Managed
VC is managed by OAM.
InARP frequency: 15 minutes(s)
Transmit priority 4
InPkts: 0, OutPkts: 0, InBytes: 0, OutBytes: 0
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
InPktDrops: 0, OutPktDrops: 0
CrcErrors: 0, SarTimeOuts: 0, OverSizedSDUs: 0
Out CLP=1 Pkts: 0
OAM cells received: 20
F5 InEndloop: 20, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
OAM cells sent: 20
F5 OutEndloop: 20, F5 OutSegloop: 0, F5 OutAIS: 0, F5 OutRDI: 0
OAM cell drops: 1
Status: DOWN, State: NOT_VERIFIED

Cisco 10000シリーズルータ

次の例は、showatmpvcinterfaceatminterface-numbervpi/vcivaccessコマンドの出力例で
す。出力では、vpi/vcivaccessオプションによって、仮想アクセスインターフェイス
（VAI）のすべての名前が表示されます。これらの VAIは、ATMサブインターフェイ
ス ATM 3/0/0.6上の PVC 100/1000と関連付けられています。

Device# show atm pvc interface atm3/0/0.6 100/1000 vaccess
VCD / Protocol Virtual Access

Interface Name VPI VCI Type Interface
ATM3/0/0.6 3 100 1000 pppoe Vi3.1
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次の例は、showatmpvcinterfaceatminterface-numbervpi/vcivaccessdetailコマンドを使用
した場合の出力例です。出力は、showinterfacevirtual-access-numberコマンドを使用し
た場合に表示される出力に似ています。

Device# show atm pvc interface atm3/0/0.6 100/1000 vaccess detail

ATM3/0/0.6: VCD: 3 VPI: 100 VCI: 1000
Virtual-Access3.1 is up, line protocol is up
Hardware is Virtual Access interface
Internet address will be negotiated using IPCP
MTU 1492 bytes, BW 599040 Kbit, DLY 100000 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation PPP, LCP Open
Stopped: IPCP
PPPoE vaccess, cloned from Virtual-Template1
Vaccess status 0x0
PPPoE Bound to ATM3/0/0.6 VCD: 3, VPI: 100, VCI: 1000
Keepalive set (10 sec)
3 packets input, 50 bytes
3 packets output, 44 bytes
Last clearing of "show interface" counters never

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 5 : show atm pvcのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスとサブインターフェイスのスロットとポート。インターフェイス

（Interface）

仮想接続記述子（仮想接続番号）。pvcコマンドを使用して VCの名
前が設定されている場合は、接続名が表示されます。

VCD/Name

Virtual Path Identifier（仮想パス識別子）。VPI

仮想チャネル識別子。VCI

PVCディスカバリで検出された PVCのタイプ。PVC-D、PVC-L、ま
たは PVC-M。

• PVC-D：PVCディスカバリの結果として作成された PVC。

• PVC-L：この PVCの対応するピアはスイッチに見つかりません
でした。

• PVC-M：この PVCの QoS1パラメータの一部またはすべてがス
イッチの対応するピアのパラメータと一致しません。

タイプ（Type）

ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル化のタイプ。Encaps
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説明フィールド

ピークレートでの送信時のキロビット/秒。1ユニットあたりの

または

PeakRate

平均レートでの送信時のキロビット/秒。Avg/Min

または

平均レート

VCがピークレートで送信できる ATMセルの最大数。Burst Cells

VC接続の状態。

• UP：その接続はデータトラフィックに対して有効化されていま
す。

• DOWN：その接続はデータトラフィックに対して準備ができて
いません。Statusフィールドが DOWNの場合、Stateフィールド
が表示されます。この表の後半にある、Stateフィールドのそれぞ
れの値の説明を参照してください。

• INACTIVE：インターフェイスはダウンしています。

Stsまたは Status

PVCの名前。Connection Name

• UBR：この PVCに対して未指定ビットレート（UBR）QoSが指
定されます。詳細については、ubrコマンドを参照してくださ
い。

• UBR+：この PVCに対して未指定ビットレート（UBR）QoSが
指定されます。詳細については、ubr+コマンドを参照してくだ
さい。

• VBR-NRT：この PVCに対して可変ビットレート非リアルタイム
QoSが指定されます。詳細については、vbr-nrtコマンドを参照
してください。

UBR、UBR+、または
VBR-NRT

カプセル化タイプ。etype
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説明フィールド

VC情報を記述しているビットマスク。フラグ値は集計され、表示さ
れる値になります。

• 0x40：SVC

• 0x20：PVC

• 0x10：ACTIVE

• 0x0：AAL5-SNAP

• 0x1：AAL5-NLPID

• 0x2：AAL5-FRNLPID

• 0x3：AAL5-MUX

• 0x4：AAL3/4-SMDS

• 0x5：QSAAL

• 0x6：ILMI

• 0x7：AAL5-LANE

• 0x9：AAL5-CISCOPPP

フラグ（Flags）

仮想アクセスインターフェイス ID。virtual-access

仮想テンプレート識別子。virtual-template

VCの使用法を記述する AIP固有または NPM固有のレジスタ。この
レジスタには、レートキュー、ピークレート、AALモードなどの値
が含まれています。これらもその他のフィールドに表示されます。

VCmode

OAMセルエミュレーション機能の状態。有効または無効のいずれか
になります。

OAM Cell emulation

AISセルの送信間隔の秒数。F5 end2end AIS xmit
frequency

OAMループバックセルの送信間隔の秒数。OAM frequency

状態の変更（アップまたはダウン）を検証する場合に、エンドツーエ

ンド F5ループバックセルを送信する必要がある頻度（秒単位）。た
とえば、PVCがアップのときに、oam-pvcコマンドで指定した frequency
引数（秒）の値を経過してもループバックセル応答が受信されない場

合、PVCがダウンしているかどうかを確認するために、ループバック
セルが retry-frequency引数の値で送信されます。

OAM retry frequency
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説明フィールド

PVC状態をアップに変更するために受信する必要のある、連続したエ
ンドツーエンド F5 OAMループバックセル応答の回数。SVCには適
用されません。

OAM up retry count

受信しなければ、PVC状態をダウンに変更するか、SVCを切断する、
連続したエンドツーエンド F5 OAMループバックセル応答の回数。

OAM down retry count

この VCのエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの生成の状
態。このフィールドは、次のいずれかの値を取ります。

• OAM Disabled：エンドツーエンド F5 OAMループバックセルの
生成は無効です。

• OAM Sent：OAMセルが送信されました。

• OAM Received：OAMセルを受信しました。

• OAM Failed：OAM応答は頻度期間内に受信しなかった、または
不適切な相関タグが含まれていました。

OAM Loopback status

このフィールドは、この VCの次の状態のいずれかになります。

• AIS2/RDI3：VC受信済み AIS/RDIセル。この状態では、エンド
ツーエンド F5 OAMループバックセルは送信されません。

• DownRetry：OAMループバックが失敗しました。VCが本当にダ
ウンしていることを確認するため、エンドツーエンド F5 OAM
ループバックセルを再試行の頻度で送信します。再試行が

down-countで指定した回数失敗すると、VCの状態が Not Verified
になります。

• Not Managed：VCは OAMによって管理されていません。

• Not Verified：VCは、エンドツーエンド F5 OAMループバックセ
ルによる確認が完了していません。AIS条件とRDI条件はクリア
されます。

• Up Retry：OAMループバックは成功しました。VCが本当にアッ
プしていることを確認するため、エンドツーエンドF5OAMルー
プバックセルを再試行の頻度で送信します。ループバックの再試

行が up-countで指定した回数連続して成功すると、VCの状態が
Verifiedになります。

• Verified：ループバックは成功しました。AIS/RDIセルは受信され
ませんでした。

OAM VC state
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説明フィールド

OAMによるループバック検出モードの状態。

• Disabled：自動ループバック検出は無効です。

• Enabled：自動ループバック検出は有効です。

• Detected：ATMインターフェイスでループバックモードが検出さ
れました。

OAM Loop detection

このフィールドは、この VCの次の状態のいずれかになります。

• Not Managed：VCは ILMI4によって管理されていません。

• Not Verified：VCは ILMIによる確認が完了していません。

• Verified：VCは ILMIによる確認が完了しました。

ILMI VC state

VCは OAMまたは ILMIによって管理されます。VC is managed by
OAM/ILMI

Inverse Address Resolution Protocol時間帯の分数。InARP frequency

このVCで受信したパケットの総数。この数には、ファストスイッチ
ングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれてい

ます。

InPkts

このVCに送信されたパケットの総数。この数には、ファストスイッ
チングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれて

います。

OutPkts

このVCで受信したバイトの総数。この数には、ファストスイッチン
グバイトとプロセススイッチングバイトすべてが含まれています。

InBytes

このVCに送信されたバイトの総数。この数には、ファストスイッチ
ングバイトとプロセススイッチングバイトすべてが含まれています。

OutBytes

プロセススイッチング入力パケットの数。InPRoc

プロセススイッチング出力パケットの数。OutPRoc

プロセススイッチングブロードキャストパケットの数。Broadcasts

ファストスイッチング入力パケットの数。InFast

ファストスイッチング出力パケットの数。OutFast

自律スイッチングまたはシリコンスイッチング入力パケットの数。InAS

自律スイッチングまたはシリコンスイッチング出力パケットの数。OutAS
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説明フィールド

この VCで受信した OAMセルの合計数。OAM cells received

受信したエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの数。F5 InEndloop

受信したセグメント F5 OAMループバックセルの数。F5 InSegloop

受信した F5 OAM AISセルの数。F5 InAIS

受信した F5 OAM RDIセルの数。F5 InRDI

受信したエンドツーエンド F4 OAMループバックセルの数。F4 InEndloop

受信したセグメント F4 OAMループバックセルの数。F4 InSegloop

受信した F4 OAM AISセルの数。F4 InAIS

受信した F4 OAM RDIセルの数。F4 InRDI

この VCに対して送信された OAMセルの合計数。OAM cells sent

送信されたエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの数。F5 OutEndloop

送信されたセグメント F5 OAMループバックセルの数。F5 OutSegloop

送信された F5 OAM RDIセルの数。F5 OutRDI

ドロップ（またはフラッシュ）された OAMセルの数。OAM cell drops

• NOT_VERIFIED：このPVCはデバイスで手動で設定されており、
まだ接続された隣接スイッチで確認されていません。

• WELL_KNOWN：この PVCは、0から 31までのVCI値を持ちま
す。

• DISCOVERED：この PVCは、ILMIを介して接続された隣接ス
イッチから学習されます。

• MIXED：この PVCのトラフィックパラメータの一部は、ILMI
を介してスイッチから学習されました。

• MATCHED：このPVCはデバイスで手動で設定されており、ロー
カルトラフィックシェーピングパラメータはスイッチから学習

したパラメータと一致します。

• MISMATCHED：このPVCはデバイスで手動で設定されており、
ローカルトラフィックシェーピングパラメータはスイッチから

学習したパラメータと一致しません。

• LOCAL_ONLY：この PVCは、リモートスイッチではなくデバ
イスのローカルで設定されています。

PVC Discovery
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説明フィールド

StatusフィールドがUPを示している場合、VCは確立されています。
StatusフィールドがDOWNを示している場合、VC状態に関する詳細
については、Stateフィールドを参照してください。

ステータス（Status）

Statusフィールドが UPの場合、このフィールドは表示されません。
Statusフィールドが DOWNまたは INACTIVEの場合、Stateフィール
ドには次のいずれかの値が表示されます。

• NOT_VERIFIED：VCは正常に確立されており、OAM（有効な場
合）および ILMI（有効な場合）によりこの VCの稼働が確認さ
れるのを待機しています。

• NOT_EXIST：VCは作成されていません。

• HASHING_IN：VCはハッシュテーブルにハッシュされました。

• ESTABLISHING：VC接続を確立する準備ができています。

• MODIFYING：VCパラメータが変更されました。

• DELETING：VCを削除しています。

• DELETED：VCが削除されました。

• NOT_IN_SERVICE：ATMインターフェイスはシャットダウンし
ています。

状態（State）

PPP over ATMの場合、使用されている仮想アクセスインターフェイ
ス番号と仮想テンプレート番号を示します。

PPP

VCに関連付けられた PPPoAセッションの状態。PPPoA Current State

VCに関連付けられたPPPoAセッションで発生した最新のイベント。PPPoA Latest Event

VCに関連付けられた PPPoAセッションで発生した最新のエラー。PPPoA Latest Error

VCに関連付けられた PPPoAセッションの PPPoAセッション ID。PPPoA Session ID

PPPoAコンテキストハンドル。PPPoA Handle

VCに関連付けられた PPPoAセッションの SSSハンドル。SSS Handle

スイッチ管理用の SSSハンドル。Switch Handle

PPPコンテキストに関連付けられたハンドル。PPP Handle

AAAセッションに関連付けられた固有識別子。AAA Unique ID

PPPoAセッションのアクセス IEハンドル。AIE Handle
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説明フィールド

VCの保留キュー内のパケット数。Packets in VC Holdq

VCの Txリングの粒子の数。Particles in VC Tx Ring

1 QoS =サービス品質
2 AIS =アラーム表示信号
3 RDI =リモート故障表示
4 ILMI =暫定ローカル管理インターフェイス

関連コマンド DescriptionCommand

すべての ATM SVCおよびトラフィック情報を表示します。showatmsvc

すべてのATMPVCとSVCおよびトラフィック情報を表示します。showatmvc
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show atm pvc dbs
Dynamic Subscriber Bandwidth Selection（DBS）サービス品質（QoS）パラメータが適用された
すべてのATM相手先固定接続（PVC）を表示するには、showatmpvcdbsコマンドを特権EXEC
モードで使用します。

show atm pvc dbs

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(4)B

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン showatmpvcdbsコマンドを使用して、DBSQoSパラメータが適用されたATMPVCに関する情
報を表示します。システム内にあるすべての ATM PVCに関する情報を表示するには、
showatmpvcコマンドを使用します。

例 次の例は、DBSQoSパラメータが適用されたATMPVCに関する情報を示しています。

Router# show atm pvc dbs
VCD / Peak Avg/Min Burst

Interface Name VPI VCI Type Encaps SC Kbps Kbps Cells Sts
1/0.7 3 0 95 PVC MUX VBR 2000 700 94 UP

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 6 : show atm pvc dbsのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイス、サブインターフェイス、およびスロット番号を

示します。

インターフェイス

（Interface）
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説明フィールド

仮想接続記述子（VCD）を示します。仮想回線の名前が pvcコマン
ドを使用して定義された場合は、接続名が表示されます。

VCD/Name

この PVCのネットワーク仮想パス識別子（VPI）を示します。VPI

PVCのATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）を示します。VCI

PVCディスカバリから検出された PVCのタイプを示します。

• PVC-D：PVCディスカバリのために作成された PVCを示しま
す。

• PVC-L：このPVCの対応するピアがスイッチ上に見つからなかっ
たことを示します。

• PVC-M：このPVCのQoSパラメータの一部またはすべてが、対
応するピアの QoSパラメータと一致しないことを示します。

タイプ（Type）

VCの ATMカプセル化のタイプを示します。Encaps

VCのサービスカテゴリを示します。SC

ピークレートで送信されるキロビット/秒の数値を示します。Peak Kbps

平均レートで送信されるキロビット/秒の数値を示します。Avg/Min Kbps

セル数について、バーストセルサイズを示します。この数は、VC
がピークレートで送信できる ATMセルの最大数です。

Burst Cells

仮想回線の状態を示します。Sts

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

DBSを有効にします。dbsenable

ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCのカプセル化タイ
プを指定するか、または interface-ATM-VCコンフィギュレーション
モードに入ります。

pvc

PVC範囲内の個々の PVCを設定します。pvc-in-range

ATM PVCの範囲を定義します。rangepvc

すべての ATM PVCおよびトラフィック情報を表示します。showatmpvc

ATM VCまたはインターフェイスの VCクラスを設定します。vc-classatm
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show atm signalling statistics
ATMシグナリング統計情報カウンタを表示するには、showatmsignallingstatisticsコマンドを
特権 EXECモードで使用します。

show atm signalling statistics [interface type number]

構文の説明 （オプション）インターフェイスのタイプおよび番号を指定します。interface type
number

コマンドデフォルト インターフェイスを指定しない場合は、グローバルシグナリング統計情報カウンタが表示され

ます。

コマンドモード
ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.4(24)Tよりも前のリリースで導入されま
した。

12.4(24)T

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRCよりも前のリリースに統合されま
した。

12.2(33)SRC

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SXIよりも前のリリースに統合されま
した。

12.2(33)SXI

例 次に、showatmsignallingstatisticsコマンドの出力例を示します。

Router# show atm signalling statistics interface atm 6/0
ATM ATM6/0 UP Time 1d16h # of int resets: 1
----------------------------------------------------------------
Conn-Pending: 0 Conn-Pending High Water Mark: 0
Calls Throttled: 0 Max-Conn-Pending: 40

Messages: Incoming Outgoing
--------- -------- --------

PTP Setup Messages: 0 0
MTP Setup Messages: 0 0
Release Messages: 0 0
Restart Messages: 0 0

Status Enq Messages: 0 0
Status Messages: 0 0

Message: Received Transmitted Tx-Reject Rx-Reject
Add Party Messages: 0 0 0 0

Failure Cause: Routing CAC Access-list Addr-Reg Misc-Failure
Location Local: 0 0 0 0 0
Location Remote: 0 0 0 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 7 : show atm signalling statisticsのフィールドの説明

説明フィールド

保留中の接続の数を示します。Conn-Pending

コントローラの接続のピーク数を示します。Conn-PendingHighWaterMark

スロットリングされたコールの数を表示します。Calls Throttled

コントローラが受け入れることができる保留中の接続の最大数

を示します。

Max-Conn-Pending

メッセージのタイプを示します。メッセージ

指定したタイプの着信メッセージの数を示します。着信（Incoming）

指定したタイプの発信メッセージの数を示します。発信（Outgoing）

追加のサードパーティのメッセージの数を示します。Add Party Messages

接続が失敗した原因を示します。考えられる原因は次のとおり

です。ルーティングの問題、コールアドミッション制御（CAC）
の問題、アクセスリストのエラー、アドレスレジストリのエ

ラー、またはその他のエラー。

Failure Cause

障害がローカルの場所で発生したかどうかを示します。Location Local

障害がリモートの場所で発生したかどうかを示します。Location Remote

関連コマンド 説明コマンド（Command）

シグナリングされたトラフィックパラメータに従ってシェーピン

グを実行できる場合にのみ、ATMインターフェイス上でSVCを確
立することを指定します。

atmsig-traffic-shapingstrict
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show atm svc
すべてのATM相手先選択接続（SVC）とトラフィック情報を表示するには、showatmsvcコマ
ンドを特権 EXECモードで使用します。

show atm svc[{vpi/vci名前|interface atm interface-number}]

構文の説明 （任意）ATM VPIと VCI番号。スラッシュ文字 (/）と vpi値がない場合、vpi
値はデフォルトで 0になります。

vpi / vci

（任意）SVCの名前。名前

（任意）SVCのインターフェイスまたはサブインターフェイスの数。指定さ
れたインターフェイスまたはサブインターフェイスのすべてSVCを表示しま
す。

interface-number引数では、使用しているルータプラットフォームの種類に応
じて以下のいずれかの形式を使用します。

• Cisco 7500シリーズルータで AIPを使用する場合、Cisco 7200シリーズ
ルータで ATMポートアダプタ、ATM-CESポートアダプタ、および拡
張 ATMポートアダプタを使用する場合、Cisco 2600および 3600シリー
ズルータで 1ポートATM-25ネットワークモジュールを使用する場合：
slot / 0 . subinterface-numbermultipoint

• Cisco 7500シリーズルータでATMポートアダプタおよび拡張ATMポー
トアダプタを使用する場合：slot / port-adapter / 0 . subinterface-number
multipoint

• Cisco 4500と 4700ルータで NPMを使用する場合：number .
subinterface-numbermultipoint

これらの引数の詳細については、interfaceatmコマンドを参照してください。

interfaceatm
interface-number

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX
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使用上のガイドライン vpi / vci or name引数を指定しない場合、このコマンドの出力は showatmvcコマンドの出力と同
じになりますが、設定した SVCのみが表示されます。オプションの引数を何も指定せずに
showatmsvcコマンドを使用している最初の出力例を以下に示しています。

vpi / vciまたは name引数を指定した場合、このコマンドの出力は showatmvc vcdコマンドの出
力と同じになりますが、接続名、詳細な状態、OAMカウンタなどSVC管理に関連する追加情
報も表示されます。vpi/vciを 0/34として指定して showatmsvcコマンドを使用している、2番
目の出力例を参照してください。

このコマンドに interfaceatm interface-numberオプションを含めた場合、そのインターフェイス
またはサブインターフェイスの下にあるすべての SVCが表示されます。ATMサブインター
フェイスを 2/0.2として指定して showatmsvcコマンドを使用している、3番目の出力例を参照
してください。

例 次に、showatmsvcコマンドの出力例を示します。

Router# show atm svc
VCD/ Peak Avg/Min Burst

Interface Name VPI VCI Type Encaps Kbps Kbps Cells Sts
2/0.2 4 0 32 SVC SNAP 155000 155000 UP
2/0.2 3 0 33 SVC SNAP 155000 155000 UP
2/0.1 5 0 34 SVC SNAP 155000 UP
2/0.2 6 0 35 SVC SNAP 155000 155000 UP

次に、VPI 0と VCI 34を指定した show atm svcコマンドの出力例を示します。

Router# show atm svc 0/34
ATM2/0.1: VCD: 5, VPI: 0, VCI: 34
UBR, PeakRate: 155000
AAL5-LLC/SNAP, etype: 0x0, Flags 0x440, VCmode: 0xE000
OAM frequency: 0 second(s), OAM retry frequency: 1 second(s)
OAM up retry count: 3, OAM down retry count: 5
OAM Loopback status: OAM Disabled
OAM VC state: Not Managed
ILMI VC state: Not Managed
InARP DISABLED
InPkts: 4, OutPkts: 4, InBytes: 432, OutBytes: 432
InPRoc: 4, OutPRoc: 4, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
OAM cells received: 0
F5 InEndloop: 0, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI:0
F4 InEndloop: 0, F4 InSegloop: 0, F4 InAIS: 0, F4 InRDI:0
OAM cells sent: 0
F5 OutEndloop: 0, F5 OutSegloop: 0, F5 OutRDI: 0
OAM cell drops: 0
Status: UP
TTL: 3
interface = ATM2/0.2, call locally initiated, call reference = 8388610
vcnum = 5, vpi = 0, vci = 34, state = Active(U10), point-to-point call
Retry count: Current = 0
timer currently inactive, timer value = 00:00:00
Remote Atm Nsap address:47.00918100000000400B0A2501.0060837B4743.00, VCowner:Static Map

次に、showatmsvc interfaceatm interface-numberコマンドの出力例を示します。

Router# show atm svc interface atm 2/0.2
VCD/ Peak Avg/Min Burst
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Interface Name VPI VCI Type Encaps Kbps Kbps Cells Sts
2/0.2 4 0 32 SVC SNAP 155000 155000 UP
2/0.2 3 0 33 SVC SNAP 155000 155000 UP
2/0.2 6 0 35 SVC SNAP 155000 155000 UP

次の表で、ディスプレイに表示される重要なフィールドを説明します。

表 8 : show atm svcのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスとサブインターフェイスのスロットとポート。インターフェイス

（Interface）

仮想回線記述子（仮想回線番号）。VCの名前が svcコマンドを使用し
て設定された場合は、接続名が表示されます。

VCD/Name

Virtual Path Identifier（仮想パス識別子）。VPI

仮想チャネル識別子。VCI

仮想回線のタイプ。SVCまたはMSVC（マルチポイントSVC）のいず
れか。

• MSVC（-xなし）は、VCDがその他のルータのマルチポイントVC
のリーフであることを示します。

• MSVC-xは、ルートによって開かれたマルチポイント VC用の x
リーフルータが存在することを示しています。

タイプ（Type）

ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル化のタイプ。Encaps

ピークレートでの転送時のキロビット/秒。1ユニットあたりの

または

PeakRate

平均レートでの転送時のキロビット/秒。Avg/Min

または

平均レート

仮想回線がピークレートで転送できるATMセルの最大数に等しい値。Burst Cells

scrambling cell-payload～ show lane
46

scrambling cell-payload～ show lane
show atm svc



説明フィールド

VC接続の状態。

• UPは、その接続がデータトラフィックに対して有効化されてい
ることを示します。

• DNは、接続がダウンしている（データトラフィックに対する準
備ができていない）ことを示します。StatusフィールドがDN（ダ
ウン）の場合、Stateフィールドが表示されます。この表の後半に
示されている、このフィールドのそれぞれの値の説明を参照して

ください。

• INは、インターフェイスがダウンしている（非アクティブ）こと
を示します。

Stsまたは Status

SVCの名前。Connection Name

UBR：この SVCに対して未指定ビットレート（UBR）QoSが指定さ
れます。詳細については、ubrコマンドを参照してください。

UBR+：このSVCに対して未指定ビットレートQoSが指定されます。
詳細については、ubr+コマンドを参照してください。

VBR-NRT：この SVCに対して可変ビットレート非リアルタイム QoS
が指定されます。詳細については、vbr-nrtコマンドを参照してくださ
い。

UBR、UBR+、または
VBR-NRT

カプセル化タイプ。etype
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説明フィールド

仮想回線情報を記述しているビットマスク。フラグ値は集計され、表

示される値になります。

0x40：SVC

0x20：PVC

0x10：ACTIVE

0x0：AAL5-SNAP

0x1：AAL5-NLPID

0x2：AAL5-FRNLPID

0x3：AAL5-MUX

0x4：AAL3/4-SMDS

0x5：QSAAL

0x6：ILMI

0x7：AAL5-LANE

0x9：AAL5-CISCOPPP

フラグ（Flags）

仮想回線の使用法を記述する AIP固有または NPM固有のレジスタ。
このレジスタには、レートキュー、ピークレート、AALモードなど
の値が含まれています。これらもその他のフィールドに表示されます。

VCmode

OAMループバックセルの送信間隔の秒数。OAM frequency

UP/DN（アップ/ダウン）状態の変更を検証する場合に、エンドツーエ
ンド F5ループバックセルを送信する必要がある頻度（秒単位）。た
とえば SVCがアップのときに、oam-svcコマンドで指定した frequency
（秒）を経過してもループバックセル応答が受信されない場合、SVC
がダウンしているかどうかを確認するために、ループバックセルが

retry-frequencyで送信されます。

OAM retry frequency

PVC状態をアップに変更するために受信する必要のある、連続したエ
ンドツーエンドF5OAMループバックセル応答の回数。SVCには適用
されません。

OAM up retry count

PVC状態をダウンに変更するか、SVCを切断するために必要な、連続
して受信されないエンドツーエンド F5 OAMループバックセル応答の
回数。

OAM down retry count
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説明フィールド

この VCのエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの生成の状
態。このフィールドは、次のいずれかの値を取ります。

• OAMDisabled：エンドツーエンド F5OAMループバックセルの生
成は無効です。

• OAM Sent：OAMセルが送信されました。

• OAM Received：OAMセルを受信しました。

• OAMFailed：OAM応答は頻度期間内に受信しなかった、または不
適切な相関タグが含まれていました。

OAM Loopback status

このフィールドは、この VCの次の状態のいずれかになります。

• AIS/RDI：VCはAIS/RDIセルを受信しました。この状態では、エ
ンドツーエンド F5 OAMループバックセルは送信されません。

• Down Retry：OAMループバックが失敗しました。VCが本当にダ
ウンしていることを確認するため、エンドツーエンドF5OAMルー
プバックセルを再試行の頻度で送信します。再試行が down-count
で指定した回数失敗すると、VCの状態が Not Verifiedになりま
す。

• Not Managed：VCは OAMによって管理されていません。

• Not Verified：VCは、エンドツーエンド F5 OAMループバックセ
ルによる確認が完了していません。AIS条件と RDI条件はクリア
されます。

• Up Retry：OAMループバックは成功しました。VCが本当にアッ
プしていることを確認するため、エンドツーエンド F5 OAMルー
プバックセルを再試行の頻度で送信します。ループバックの再試

行が up-countで指定した回数連続して成功すると、VCの状態が
Verifiedになります。

• Verified：ループバックは成功しました。AIS/RDIセルは受信され
ませんでした。

OAM VC state

このフィールドは、この VCの次の状態のいずれかになります。

• Not Managed：VCは ILMIによって管理されていません。

• Not Verified：VCは ILMIによる確認が完了していません。

• Verified：VCは ILMIによる確認が完了しました。

ILMI VC state

VCは OAMおよび/または ILMIによって管理されます。VC is managed by
OAM/ILMI
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説明フィールド

Inverse ARP時間帯の分数。InARP frequency

この仮想回線で受信したパケットの総数。この数には、ファストスイッ

チングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれてい

ます。

InPkts

この仮想回線に送信されたパケットの総数。この数には、ファストス

イッチングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれ

ています。

OutPkts

この仮想回線で受信したバイトの総数。この数には、ファストスイッ

チングバイトとプロセススイッチングバイトすべてが含まれていま

す。

InBytes

この仮想回線に送信されたバイトの総数。この数には、ファストスイッ

チングバイトとプロセススイッチングバイトすべてが含まれていま

す。

OutBytes

プロセススイッチング入力パケットの数。InPRoc

プロセススイッチング出力パケットの数。OutPRoc

プロセススイッチングブロードキャストパケットの数。Broadcasts

ファストスイッチング入力パケットの数。InFast

ファストスイッチング出力パケットの数。OutFast

自律スイッチングまたはシリコンスイッチング入力パケットの数。InAS

自律スイッチングまたはシリコンスイッチング出力パケットの数。OutAS

この仮想回線で受信した OAMセルの総数。OAM cells received

受信したエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの数。F5 InEndloop

受信したセグメント F5 OAMループバックセルの数。F5 InSegloop

受信した F5 OAM AISセルの数。F5 InAIS

受信した F5 OAM RDIセルの数。F5 InRDI

受信したエンドツーエンド F4 OAMループバックセルの数。F4 InEndloop

受信したセグメント F4 OAMループバックセルの数。F4 InSegloop

受信した F4 OAM AISセルの数。F4 InAIS

受信した F4 OAM RDIセルの数。F4 InRDI
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説明フィールド

この仮想回線で送信した OAMセルの総数。OAM cells sent

送信されたエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの数。F5 OutEndloop

送信されたセグメント F5 OAMループバックセルの数。F5 OutSegloop

送信された F5 OAM RDIセルの数。F5 OutRDI

ドロップ（またはフラッシュ）された OAMセルの数。OAM cell drops

StatusフィールドがDN（ダウン）または IN（非アクティブ）の場合、
Stateフィールドには次のいずれかの値が表示されます。

NOT_VERIFIED：VCは正常に確立されており、OAM（有効な場合）
および ILMI（有効な場合）によりこのVCの稼働が確認されるのを待
機しています。

NOT_EXIST：VCは作成されていません。

HASHING_IN：VCはハッシュテーブルにハッシュされました。

ESTABLISHING：VC接続を確立する準備ができています。

MODIFYING：VCパラメータが変更されました。

DELETING：VCを削除しています。

DELETED：VCが削除されました。

NOT_IN_SERVICE：ATMインターフェイスはシャットダウンしてい
ます。

状態（State）

VC全体の ATMホップにおける存続可能時間。TTL

グループの IPマルチキャストアドレス。VC owner
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show atm traffic
ルータに接続されているすべての ATMネットワーク間の現在のグローバル ATMトラフィッ
ク情報を表示するには、showatmtrafficコマンドを特権 EXECモードで使用します。

show atm traffic

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 次は、Cisco7200シリーズルータ上のATM-CESポートアダプタに対する showatmtraffic
コマンドの出力例を示します。

Router# show atm traffic
0 Input packets
1044 Output packets
1021 Broadcast packets
0 Packets received on non-existent VC
0 Packets attempted to send on non-existent VC
0 OAM cells received
0 OAM cells sent

次は、Cisco 7500シリーズルータ上の AIPに対する showatmtrafficコマンドの出力例
を示します。

Router# show atm traffic
276875 Input packets
272965 Output packets
2 Broadcast packets
0 Packets received on non-existent VC
6 Packets attempted to send on non-existent VC
272523 OAM cells received
F5 InEndloop: 272523, F5 InSegloop: 0, F5 InAIS: 0, F5 InRDI: 0
F4 InEndloop: 0, F4 InSegloop: 0, F4 InAIS: 0, F4 InRDI: 0
272963 OAM cells sent
F5 OutEndloop: 272963, F5 OutSegloop: 0, F5 OutRDI: 0
0 OAM cell drops

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。
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表 9 : show atm trafficのフィールドの説明

説明フィールド

合計パケット入力.Input packets

合計パケット出力（非ブロードキャスト）。Output packets

ブロードキャストパケット出力の合計数。ブロードキャストパケット

設定されていない仮想回線に送信されたパケット数。Packets received on nonexistent VC

設定されていない仮想回線で送信が試行されたパケット

数。

Packets attempted to send on
non-existent VC

受信した運用管理および保守（OAM）セルの合計数。OAM cells received

受信したエンドツーエンド F5 OAMループバックセルの
数。

F5 InEndloop

受信したセグメント F5 OAMループバックセルの数。F5 InSegloop

受信した F5 OAM AISセルの数。F5 InAIS

受信した F5 OAM RDIセルの数。F5 InRDI

受信したエンドツーエンド F4 OAMループバックセルの
数。

F4 InEndloop

受信したセグメント F4 OAMループバックセルの数。F4 InSegloop

受信した F4 OAM AISセルの数。F4 InAIS

受信した F4 OAM RDIセルの数。F4 InRDI

この VCに対して送信された OAMセルの合計数。OAM cells sent

送信されたエンドツーエンドF5OAMループバックセルの
数。

F5 OutEndloop

送信されたセグメント F5 OAMループバックセルの数。F5OutSegloop

送信された F5 OAM RDIセルの数。F5 OutRDI

ドロップ（またはフラッシュ）された OAMセルの数。OAM cell drops

関連コマンド DescriptionCommand

PVCインターフェイスを設定します。pvc

scrambling cell-payload～ show lane
53

scrambling cell-payload～ show lane
show atm traffic



DescriptionCommand

ATM SVCを作成し、メインインターフェイスまたはサブインターフェイスの接続
先 NSAPアドレスを指定します。

svc
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show atm vc
すべての ATM相手先固定接続（PVC）、相手先選択接続（SVC）およびトラフィック情報を
表示するには、show atm vcコマンドを特権 EXECモードで使用します。

show atm vc [{vcd-number|range lower-limit-vcd upper-limit-vcd}] [interface atm
interface-number] [detail [prefix {vpi/vci|vcd|interface|vc_name}]] [connection-name] [signalling
[{freed-svcs|[cast-type {p2mp|p2p}]}]] [detail] [{interface atm interface-number|summary atm
interface-number}]

構文の説明 （任意）1つの ATMインターフェイス内で PVCを識別する一意の仮想
回線記述子（VCD）番号を指定します。

vcd-number

（任意）VCの範囲を指定します。VCDの指定した範囲のすべての VC
情報が表示されます。

lower-limit-vcd引数は、VCD範囲の下限の値を指定します。

upper-limit-vcd引数は、VCD範囲の上限の値を指定します。

range
lower-limit-vcd
upper-limit-vcd

（任意）PVCまたは SVCのインターフェイス番号またはサブインター
フェイス番号。指定されたインターフェイスまたはサブインターフェイ

スのすべて PVCおよび SVCを表示します。

interface-numberでは、使用しているルータプラットフォームに応じて以
下のいずれかの形式を使用します。

• Cisco 7500シリーズルータで ATMインターフェイスプロセッサ
（AIP）を使用する場合、Cisco 7200シリーズルータで ATMポート
アダプタ、ATM-CESポートアダプタ、および拡張 ATMポートア
ダプタを使用する場合、Cisco 2600および 3600シリーズルータで 1
ポート ATM-25ネットワークモジュールを使用する場合：slot/ 0.
subinterface-numbermultipoint

• Cisco 7500シリーズルータで ATMポートアダプタおよび拡張 ATM
ポートアダプタを使用する場合：slot/ port-adapter/0.
subinterface-numbermultipoint

• Cisco 4500と Cisco 4700ルータネットワークプロセッサモジュール
（NPM）を使用する場合：number. subinterface-numbermultipoint

•これらの引数の詳細については、interface atmコマンドを参照して
ください。

interface atm
interface-number

（任意）VCに関する詳細情報を表示します。detail
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（任意）選択した VCカテゴリに関する詳細情報を表示します。次のい
ずれかの VCカテゴリを指定する必要があります。

• vpi/vci--仮想パス識別子と仮想チャネル識別子。

• vcd--仮想回線記述子。

• interface-- VCDを設定するインターフェイス。

• vc_name-- PVCまたは SVCの名前。

prefix

（任意）PVCまたは SVCの接続名。connection-name

（任意）すべてのインターフェイスの ATMインターフェイスシグナリ
ング情報が表示されます。

signalling

（任意）最後に解放されたいくつかの SVCの詳細が表示されます。freed-svcs

（任意）SVCキャストタイプ。次の接続のいずれかを指定する必要があ
ります。

• p2mp--ポイントツーマルチポイント接続。

• p2p--ポイントツーポイント接続。

cast-type

（任意）VCのサマリーが表示されます。summary atm
interface-number

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。ATM-CESポートアダプタ上の VCに関す
る情報がコマンドの出力に追加されました。

11.1CA

このコマンドが変更されました。拡張マルチプロトコルラベルスイッチン

グ（MPLS）ATMインターフェイス上の VCに関する情報がコマンドの出力
に追加されました。

12.0(5)T

このコマンドが変更されました。パケットのドロップとエラーに関する情報

がコマンドの出力に追加されました。

12.2(25)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合され、Cisco 10000シリー
ズルータに実装されました。

12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更箇所リリース

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合され、signallingキーワー
ドが追加されました。

12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE
2.3

使用上のガイドライン 値が vcd引数に指定されていない場合、コマンドはすべての PVCおよび SVCに関する情報を
表示します。サマリー形式（仮想回線ごとに 1行）で出力されます。

拡張MPLS ATMインターフェイス上の VCは、show atm vcコマンド出力には表示されませ
ん。代わりに、show xtagatm vcコマンドで、拡張MPLS ATM VCの情報のみを表示する同様
の出力が提供されます。

SVCおよび signallingキーワードは、Cisco ASR 1000シリーズのルータではサポートされませ
ん。

（注）

例 次に、vcd引数に値を指定しない場合の show atm vcコマンドの出力例を示します。ス
テータスフィールドは ACTIVEまたは IN（非アクティブ）です。

Router# show atm vc
Interface VCD VPI VCI Type AAL/Encaps Peak Avg. Burst Status
ATM2/0 1 0 5 PVC AAL5-SAAL 155000 155000 93 ACTIVE
ATM2/0.4 3 0 32 SVC AAL5-SNAP 155000 155000 93 ACTIVE
ATM2/0.65432 10 10 10 PVC AAL5-SNAP 100000 40000 10 ACTIVE
ATM2/0 99 0 16 PVC AAL5-ILMI 155000 155000 93 ACTIVE
ATM2/0.105 250 33 44 PVC AAL5-SNAP 155000 155000 93 ACTIVE
ATM2/0.100 300 22 33 PVC AAL5-SNAP 155000 155000 93 ACTIVE
ATM2/0.12345 2047 255 65535 PVC AAL5-SNAP 56 28 2047 ACTIVE

次に、回線エミュレーションサービス（CES）回線に vcd値を指定した場合の show
atm vcコマンドの出力例を示します。

Router# show atm vc 2
ATM6/0: VCD: 2, VPI: 10, VCI: 10
PeakRate: 2310, Average Rate: 2310, Burst Cells: 94
CES-AAL1, etype:0x0, Flags: 0x20138, VCmode: 0x0
OAM DISABLED
InARP DISABLED
OAM cells received: 0
OAM cells sent: 334272
Status: ACTIVE

次に、vcd値を指定（その仮想回線のみの統計情報を表示）した場合の show atm vcコ
マンドの出力例を示します。

Router# show atm vc 8
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ATM4/0: VCD: 8, VPI: 8, VCI: 8
PeakRate: 155000, Average Rate: 155000, Burst Cells: 0
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x30, VCmode: 0xE000
OAM frequency: 0 second(s)
InARP frequency: 1 minute(s)
InPkts: 181061, OutPkts: 570499, InBytes: 757314267, OutBytes: 2137187609
InPRoc: 181011, OutPRoc: 10, Broadcasts: 570459
InFast: 39, OutFast: 36, InAS: 11, OutAS: 6
OAM cells received: 0
OAM cells sent: 0
Status: UP

次に、vcd値を指定し、AAL3/4を有効にし、ATM Switched Multimegabit Data Service
（SMDS）サブインターフェイスが定義され、メッセージ識別子番号（MID）が PVC
に割り当てられた場合の show atm vcコマンドの出力例を示します。

Router# show atm vc 1
ATM4/0.1: VCD: 1, VPI: 0, VCI: 1
PeakRate: 0, Average Rate: 0, Burst Cells: 0
AAL3/4-SMDS, etype:0x1, Flags: 0x35, VCmode: 0xE200
MID start: 1, MID end: 16
InPkts: 0, OutPkts: 0, InBytes: 0, OutBytes: 0
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0

次に、vcdを指定し、運用管理および保守（OAM）F5ループバックセルの生成が有効
にされた場合の show atm vcコマンドの出力例を示します。

Router# show atm vc 7
ATM4/0: VCD: 7, VPI: 7, VCI: 7
PeakRate: 0, Average Rate: 0, Burst Cells: 0
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x30, VCmode: 0xE000
OAM frequency: 10 second(s)
InARP DISABLED
InPkts: 0, OutPkts: 0, InBytes: 0, OutBytes: 0
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast:0, OutFast:0, InAS:0, OutAS:0
OAM cells received: 0
OAM cells sent: 1
Status: UP

次に、vcd値を指定し、受信マルチポイント仮想回線が存在する場合の show atm vcコ
マンドの出力例を示します。

Router# show atm vc 3
ATM2/0: VCD: 3, VPI: 0, VCI: 33
PeakRate: 0, Average Rate: 0, Burst Cells: 0
AAL5-MUX, etype:0x809B, Flags: 0x53, VCmode: 0xE000
OAM DISABLED
InARP DISABLED
InPkts: 6646, OutPkts: 0, InBytes: 153078, OutBytes: 0
InPRoc: 6646, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
interface = ATM2/0, call remotely initiated, call reference = 18082
vcnum = 3, vpi = 0, vci = 33, state = Active
aal5mux vc, multipoint call
Retry count: Current = 0, Max = 10
timer currently inactive, timer value = never
Root Atm Nsap address: DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12
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次に、vcd値を指定し、発信マルチポイント仮想回線が存在する場合の show atm vcコ
マンドの出力例を示します。

Router# show atm vc 6
ATM2/0: VCD: 6, VPI: 0, VCI: 35
PeakRate: 0, Average Rate: 0, Burst Cells: 0
AAL5-MUX, etype:0x800, Flags: 0x53, VCmode: 0xE000
OAM DISABLED
InARP DISABLED
InPkts: 0, OutPkts: 818, InBytes: 0, OutBytes: 37628
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 818
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
interface = ATM2/0, call locally initiated, call reference = 3
vcnum = 6, vpi = 0, vci = 35, state = Active
aal5mux vc, multipoint call
Retry count: Current = 0, Max = 10
timer currently inactive, timer value = never
Leaf Atm Nsap address: DE.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12
Leaf Atm Nsap address: CD.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.12

次に、vcd値を指定し、PPP-over-ATM接続がある場合の show atm vcコマンドの出力
例を示します。

Router# show atm vc 1
ATM8/0.1: VCD: 1, VPI: 41, VCI: 41
PeakRate: 155000, Average Rate: 155000, Burst Cells: 96
AAL5-CISCOPPP, etype:0x9, Flags: 0xC38, VCmode: 0xE000
virtual-access: 1, virtual-template: 1
OAM DISABLED
InARP DISABLED
InPkts: 13, OutPkts: 10, InBytes: 198, OutBytes: 156
InPRoc: 13, OutPRoc: 10, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
OAM cells received: 0
OAM cells sent: 0

次に、IPマルチキャスト仮想回線に対する showatmvcコマンドの出力例を示します。
ディスプレイには、ルートによって開かれたマルチポイント VCのリーフカウントが
表示されます。VCD 3は、3つのリーフルータを持つマルチポイント VCのルートで
す。VCD 4は、他のルータのマルチポイント VCのリーフです。VCD 12は、リーフ
ルータを 1つだけ持つマルチポイント VCのルートです。

Router# show atm vc
VCD/ Peak Avg/Min Burst

Interface Name VPI VCI Type Encaps Kbps Kbps Cells Sts
0/0 1 0 5 PVC SAAL 155000 155000 96 UP
0/0 2 0 16 PVC ILMI 155000 155000 96 UP
0/0 3 0 124 MSVC-3 SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 4 0 125 MSVC SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 5 0 126 MSVC SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 6 0 127 MSVC SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 9 0 130 MSVC SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 10 0 131 SVC SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 11 0 132 MSVC-3 SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 12 0 133 MSVC-1 SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 13 0 134 SVC SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 14 0 135 MSVC-2 SNAP 155000 155000 96 UP
0/0 15 0 136 MSVC-2 SNAP 155000 155000 96 UP
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次に、IPマルチキャスト仮想回線に対する showatmvcコマンドの出力例を示します。
ディスプレイには、VCの所有者とマルチポイントVCのリーフが表示されます。この
VCは、IPマルチキャストによって開かれました。3つのリーフルータのATMアドレ
スが表示に含まれています。VCは、IPグループアドレス 10.1.1.1に関連付けられま
す。

Router# show atm vc 11
ATM0/0: VCD: 11, VPI: 0, VCI: 132
PeakRate: 155000, Average Rate: 155000, Burst Cells: 96
AAL5-LLC/SNAP, etype:0x0, Flags: 0x650, VCmode: 0xE000
OAM DISABLED
InARP DISABLED
InPkts: 0, OutPkts: 12, InBytes: 0, OutBytes: 496
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 12
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
OAM cells received: 0
OAM cells sent: 0
Status: ACTIVE, TTL: 2, VC owner: IP Multicast (10.1.1.1)
interface = ATM0/0, call locally initiated, call reference = 2
vcnum = 11, vpi = 0, vci = 132, state = Active
aal5snap vc, multipoint call
Retry count: Current = 0, Max = 10
timer currently inactive, timer value = 00:00:00
Leaf Atm Nsap address: 47.0091810000000002BA08E101.444444444444.02
Leaf Atm Nsap address: 47.0091810000000002BA08E101.333333333333.02
Leaf Atm Nsap address: 47.0091810000000002BA08E101.222222222222.02

次に、VCDが指定されておらず、プライベート VCが存在しない、show atm vcコマ
ンドの出力例を示します。

Router# show atm vc
AAL / Peak Avg. Burst
Interface VCD VPI VCI Type Encapsulation Kbps Kbps Cells Status
ATM1/0 1 0 40 PVC AAL5-SNAP 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 2 0 41 PVC AAL5-SNAP 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 3 0 42 PVC AAL5-SNAP 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 4 0 43 PVC AAL5-SNAP 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 5 0 44 PVC AAL5-SNAP 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 15 1 32 PVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 17 1 34 TVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 26 1 43 TVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 28 1 45 TVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 29 1 46 TVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0 33 1 50 TVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE

VCD値と、制御インターフェイス上のプライベートVCのVCDに対応するVCDを指
定した場合、次のように出力が表示されます。

Router# show atm vc 15
ATM1/0 33 1 50 TVC AAL5-XTAGATM 0 0 0 ACTIVE
ATM1/0: VCD: 15, VPI: 1, VCI: 32, etype:0x8, AAL5 - XTAGATM, Flags: 0xD38
PeakRate: 0, Average Rate: 0, Burst Cells: 0, VCmode: 0x0
XTagATM1, VCD: 1, VPI: 0, VCI: 32
OAM DISABLED, InARP DISABLED
InPkts: 38811, OutPkts: 38813, InBytes: 2911240, OutBytes: 2968834
InPRoc: 0, OutPRoc: 0, Broadcasts: 0
InFast: 0, OutFast: 0, InAS: 0, OutAS: 0
OAM F5 cells sent: 0, OAM cells received: 0
Status: ACTIVE
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次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 10 : show atm vcのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスのスロットおよびポート。インターフェイス

（Interface）

仮想回線記述子（仮想回線番号）。pvcコマンドを使用して仮想回線
（VC）を設定し、かつ名前を指定した場合、接続名が表示されます。

VCD/Name

Virtual Path Identifier（仮想パス識別子）。VPI

仮想チャネル識別子。VCI

VCのタイプ。PVC、SVC、TVC、またはマルチポイント SVC
（MSVC）のいずれか。

• MSVC（-xなし）は、VCDがその他のルータのマルチポイント
VCのリーフであることを示します。

• MSVC-xは、ルートによって開かれたマルチポイント VC用の x
リーフルータが存在することを示しています。

PVCディスカバリで検出された PVCのタイプ。PVC-D、PVC-L、ま
たは PVC-Mのいずれかです。

• PVC-Dは、PVCディスカバリのために作成された PVCを示しま
す。

• PVC-Lは、この PVCの対応するピアがスイッチ上に見つからな
かったことを示します。

• PVC-Mは、この PVCのサービス品質（QoS）パラメータの一部
またはすべてが、スイッチ上の対応するピアのものと一致してい

ないことを示します。

• TVCは、タグ VCを示します。

タイプ（Type）

ATMアダプテーション層（AAL）とカプセル化のタイプ。Encaps

ピークレートでの送信時のキロビット/秒。PeakRate

平均レートでの送信時のキロビット/秒。平均レート

VCがピークレートで送信できる ATMセルの最大数に等しい値。Burst Cells
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説明フィールド

VC接続の状態。

• UPは、その接続がデータトラフィックに対して有効化されてい
ることを示します。

• DNは、接続がダウンしている（データトラフィックに対する準
備ができていない）ことを示します。StatusフィールドがDN（ダ
ウン）の場合、Stateフィールドが表示されます。

• INは、インターフェイスがダウンしている（非アクティブ）こと
を示します。

• ACTIVEは、インターフェイスが使用中で、アクティブであるこ
とを示します。

ステータス（Status）

カプセル化タイプ。etype

VC情報を記述しているビットマスク。フラグ値は集計され、表示さ
れる値になります。

0x10000 ABR VC 0x20000 CES VC 0x40000 TVC 0x100 TEMP（自動作
成）0x200 MULTIPOINT 0x400 DEFAULT_RATE 0x800
DEFAULT_BURST 0x10 ACTIVE 0x20 PVC 0x40 SVC 0x0 AAL5-SNAP
0x1AAL5-NLPID0x2AAL5-FRNLPID0x3AAL5-MUX0x4AAL3/4-SMDS
0x5 QSAAL 0x6 AAL5-ILMI 0x7 AAL5-LANE 0x8 AAL5-XTAGATM 0x9
CES-AAL1 0xA F4-OAM

フラグ（Flags）

VCの使用法を記述するAIP固有またはNPM固有のレジスタ。このレ
ジスタには、レートキュー、ピークレート、AALモードなどの値が
含まれています。これらもその他のフィールドに表示されます。

VCmode

OAMループバックメッセージ間の秒数、または OAMがこの VC上
で使用されていない場合は DISABLEDです。

OAM frequency

InverseAddress Resolution Protocol（InARP）メッセージ間の分数、また
は InARPがこの VCを使用されていない場合は DISABLEDです。

InARP frequency

仮想アクセスインターフェイス ID。virtual-access

仮想テンプレート識別子。virtual-template

この VCで受信したパケットの総数。この数には、ファストスイッチ
ングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれてい

ます。

InPkts

この VCに送信されたパケットの総数。この数には、ファストスイッ
チングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれて

います。

OutPkts

scrambling cell-payload～ show lane
62

scrambling cell-payload～ show lane
show atm vc



説明フィールド

この VCで受信したバイトの総数。この数には、ファストスイッチン
グパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれていま

す。

InBytes

この VCに送信されたバイトの総数。この数には、ファストスイッチ
ングパケットとプロセススイッチングパケットすべてが含まれてい

ます。

OutBytes

プロセススイッチング入力パケットの数。InPRoc

プロセススイッチング出力パケットの数。OutPRoc

プロセススイッチングブロードキャストパケットの数。Broadcasts

ファストスイッチング入力パケットの数。InFast

ファストスイッチング出力パケットの数。OutFast

自律スイッチングまたはシリコンスイッチング入力パケットの数。InAS

この VCの送信リング制限。VC TxRingLimit

この VCの受信リング制限。VC Rx Limit

この VCの ATMサービスクラス伝送優先度。Transmit priority

この VCの受信セル数。InCells

この VCの発信セル数。OutCells

VCカウンタの InPktDropsが 0以外の値である場合、ATMインター
フェイスで、個々の VCのパケットバッファが不足しているか、VC
間で共有できる VCバッファの合計数を超えていることを示唆してい
ます。

InPktDrops

PA-A3ドライバは、VCで個々の送信バッファクォータがいっぱいに
なると、OutPktDropsカウンタを増やします。クォータの目的は、常
にオーバーサブスクライブされるVCがパケットバッファリソースす
べてを独占し、その他のVCがそのトラフィックコントラクト内で通
常のトラフィックを送信できなくなることを防ぐことです。

OutPktDrops

この VCのドロップされた受信セル数。InCellDrops

この VCのドロップされた発信セル数。OutCellDrops

この VCでドロップされた受信バイト数。InByteDrops

この VCでドロップされた発信バイト数。OutByteDrops
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説明フィールド

この VCの巡回冗長検査（CRC）エラー数。CrcErrors

この VCのセグメンテーション/リアセンブリサブレイヤタイムアウ
トの数。

SarTimeOuts

この VCのサイズ超過したサービスデータユニットの数。OverSizedSDUs

この VCの長さ違反の数。長さ違反は、リアセンブルされたパケット
が CRCをチェックせずにドロップされたときに発生します。

LengthViolation

Common Part Indicatorエラーフィールドは、ATMセルのAAL5カプセ
ル化における 1オクテットフィールドで、0に設定する必要がありま
す。その他の値と一緒に受信した場合は、インターフェイスでエラー

としてフラグが付けられます。たとえば、このエラーはデータ破損を

示す可能性があります。

CPIErrors

出力セル損失率優先度ビットが設定されたパケット数またはセル数。Out CLP

自律スイッチングまたはシリコンスイッチング出力パケットの数。OutAS

この VCで受信した OAMセルの数。OAM cells received

この VCで送信された OAMセルの数。OAM cells sent

VC全体の ATMホップにおける存続可能時間。TTL

グループの IPマルチキャストアドレス。VC owner

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

SVCモードを使用して ATMインターフェイスの NSAPアドレスを設
定します。

atm nsap-address

拡張MPLS ATMインターフェイス上のVCについての情報が表示され
ます。

show xtagatm vc
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show atm vp
インターフェイス上のすべての仮想パス（VP）または特定のVPの統計情報を表示するには、
showatmvpコマンドを特権 EXECモードで使用します。

show atm vp [vpi]

構文の説明 （任意）相手先固定パスのATMネットワーク仮想パス識別子（VPI）。範囲は 0～ 255で
す。VPIは、ATMセルのヘッダー内の 8ビットフィールドです。

vpi

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは、VPベースのレートカウンタをサポートし、VPでの最後の 5
分間の平均のトラフィック負荷を表示できるように、Cisco IOSRelease 12.2(33)SB
で拡張されました。これは、PRE3用と PRE4用のCisco 10000シリーズルータに
実装されました。

12.2(33)SB

使用上のガイドライン Cisco 10000シリーズルータ

Cisco IOS Release 12.2(33)SBでは、次の出力例に示されているように、show atm vpコマンドの
出力に、インターフェイスのタイプとして「ATM」が表示されなくなりました。

Router# show atm vp
Data CES PEAK CES Avg/Min Burst MCR
Interface VPI SC VCs VCs Kbps Kbps Kbps Cells Kbps CDVT Status
3/0/0 200 N/A 0 0 2000 0 NA NA NA 140.0 ACTIVE

Cisco IOS Release 12.2(31)SBでは、show atm vpコマンドの出力に、ATMインターフェイスの
タイプが表示されます。

Router# show atm vp
Data CES PEAK CES Avg/Min Burst MCR CDVT
Interface VPI SC VCs VCs Kbps Kbps Kbps Cells Kbps Usecs Status
ATM3/0/0 200 0 0 2000 0 NA NA NA 140.0 ACTIVE
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例 以下に、showatmvpコマンドの出力例を示します。この出力には、インターフェイス
名、インターフェイスの状態、インターフェイスの管理ステータス、ポートの種類、

およびそのインターフェイスで使用中のチャネル数が表示されます。インターフェイ

スの状態は、UP（稼働中）か DOWN（非稼働）のどちらかを取ります。

Router# show atm vp 1
ATM6/0 VPI: 1, PeakRate: 155000, CesRate: 1742, DataVCs: 1, CesVCs:1, Status: ACTIVE

VCD VCI Type InPkts OutPkts AAL/Encap Status
1 100 PVC n/a n/a CES-AAL1 ACTIVE
13 13 PVC 0 0 AAL5-SNAP ACTIVE
409 3 PVC 0 0 F4 OAM ACTIVE
410 4 PVC 0 0 F4 OAM ACTIVE

TotalInPkts: 0, TotalOutPkts: 0, TotalInFast: 0, TotalOutFast: 0, TotalBroadcasts: 0

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 11 : show atm vpのフィールドの説明

説明フィールド

VPのインターフェイスタイプ、スロット、およびポート番号。ATM6/0

VPの仮想パス識別子。VPI

VPがデータを送信できる最大レート（kbps単位）。範囲は、84 kbpsか
らラインレートまでです。デフォルトはラインレートです。

PeakRate

VPに対して割り当てられている回線エミュレーションサービス（CES）
帯域幅の合計。

CesRate

VP上のデータ仮想回線（VC）の数。DataVCs

VP上の CES VCの数。CesVCs

VPの現在のステータス。値は、ACTIVEおよび INACTIVEです。ステータス

（Status）

この VPに関連付けられている VCの仮想回線記述子。VCD

この VPに関連付けられている VCの仮想チャネル識別子。VCI

このVPに関連付けられているVCのタイプ。値は、PVCとSVCです。タイプ（Type）

VPで受信したパケット数。InPkts

VPで送信したパケット数。OutPkts

この VPに関連付けられている VCで使用されたカプセル化のタイプ。AAL/Encap

VPのステータス（ACTIVEまたは INACTIVE）。ステータス

（Status）
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説明フィールド

VP上でプロセススイッチングされた入力パケットとファストスイッチ
ングされた入力パケットの合計数。

TotalInPkts:

VP上でプロセススイッチングされた出力パケットとファストスイッチ
ングされた出力パケットの合計数。

TotalOutPkts:

ファストスイッチングされた入力パケットの合計数。TotalInFast

ファストスイッチングされた出力パケットの合計数。TotalOutFast:

ファストスイッチングされたブロードキャストパケットの合計数。TotalBroadcasts:

関連コマンド DescriptionCommand

1つ以上のVC（特に CESとデータVC）を多重化する（または束ねる）ために使用
される PVPを作成します。

atmpvp
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show ces
回線エミュレーションサービス（CES）接続に関する詳細を表示するには、特権EXECモード
で showcesコマンドを実行します。

show ces{slot/port}

構文の説明 （任意）CESインターフェイスのスロットおよびポート番号。slot
port

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、OC-3/STM-1ATMCESネットワークモジュールを搭載したCisco 2600シリー
ズおよび Cisco 3600シリーズルータで使用します。

例 以下に、showcesコマンドの出力例を示します。

Router# show ces 3/0
CURRENT VPD CES CLOCK:Set to ATM
ATM CLOCKING:Clock Source is Line
VPD BASE ADDRESS->(0x3DE00000)
Multi Mode VPD Installed
VIC/WIC PRESENT-> 2 port drop&insert T1 humvee installed
CONTROLLER CLOCKING-> PORT[0]:Clock is Internal
CONTROLLER CLOCKING-> PORT[1]:Clock is Internal
DCU [0]:
port State: active alarm State:normal Loop Type: noloop
Clocking Mode:loopTimed Data Mode: crossConnect Framing Type: d4
Line Coding: ami t1Cas: off tsInUse: 0000001C
VPI/VCI 6/78 CES AAL1 Input cells 210252 CES AAL1 Output cells 210252

imRestart 0 xcUndfrmslp 2 overflow 0
DCU [1]:
port State: inactive alarm State:normal Loop Type: noloop
Clocking Mode:synchronous Data Mode: clearChannel Framing Type:none
Line Coding: ami t1Cas: off tsInUse: 00000000
DCU [2]:
port State: inactive alarm State:normal Loop Type: noloop
Clocking Mode:synchronous Data Mode: clearChannel Framing Type:none
Line Coding: ami t1Cas: off tsInUse: 00000000
DCU [3]:
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port State: inactive alarm State:normal Loop Type: noloop
Clocking Mode:synchronous Data Mode: clearChannel Framing Type:none
Line Coding: ami t1Cas: off tsInUse: 00000000

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 12 : show trackのフィールドの説明

説明フィールド

CES機能で使用されているクロック。CURRENTVPDCESCLOCK

ATMインターフェイスで使用されているクロック。ATM CLOCKING

ネットワークモジュールに接続されているWICのタイプ。VIC/WIC PRESENT

T1コントローラで使用されているクロック。CONTROLLER CLOCKING

ポートの現在の状態。値は、activeまたは inactiveです。port State

CESポートの現在の状態。alarm State

CES回路のクロッキングモード。Clocking Mode

CES回路のデータモード。Data Mode

CESポートのフレーミングタイプ。値は、d4または esfです。Framing Type

CESポートのラインコードタイプ。値は、amiまたは b8zsで
す。

Line Coding

CESポートのT1個別線信号方式の現在の状態。値は、onまたは
offです。

t1Cas

使用されているタイムスロットのビットマスク。tsInUse

CES回路で使用されている VPI/VCI。VPI/VCI

受信 CESセルの数。CES AAL1 Input cells

送信 CESセルの数。CES AAL1 Output cells

フレームスリップが適用されている構造化 CES回路。xcUndfrmslp

CES回路のオーバーフロー。overflow

関連コマンド DescriptionCommand

ルータポート上のCESを設定します。ces
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show ces circuit
固定ビットレート（CBR）インターフェイスに関する詳細な回線情報を表示するには、
showcescircuitコマンドを特権 EXECモードで使用します。

show ces circuit[{interface cbr slot/port[{circuit-number}]}]

構文の説明 （任意）CBRインターフェイスのスロットおよびポート番号。interface cbr slot /
port

（任意）回線 ID。非構造化サービスの場合は 0を使用します。T1構
造サービスの場合、指定できる範囲は 1～ 24です。E1構造サービス
の場合、指定できる範囲は 1～ 31です。

circuit-number

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 以下に、showcescircuitコマンドの出力例を示します。

Router # show ces circuit
Interface Circuit Circuit-Type X-interface X-vpi X-vci Status
CBR6/0 1 HardPVC ATM6/0 0 34 UP
CBR6/1 1 HardPVC ATM6/1 0 34 UP

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 13 : show ces circuitのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスの種類、スロット、およびポート番号。インターフェイス（Interface）

PVCに割り当てられた回線番号。回路

回線の種類。値は、HardPVCまたは SoftPVCです。ATM-CES
ポートアダプタでは、HardPVCのみがサポートされます。

Circuit-Type
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説明フィールド

宛先インターフェイスのタイプ、スロット、およびポート番

号。

X-interface

宛先インターフェイスの仮想パス識別子。X-vpi

宛先インターフェイスの仮想チャネル識別子。X-vci

回線の状態。値は、Upおよび Downです。ステータス（Status）

次に、CBRインターフェイス 6/0上の回線 1に対する showcescircuitコマンドの出力
例を示します。

Router# show ces circuit interface cbr 6/0 1
circuit: Name CBR6/0:1, Circuit-state ADMIN_UP / Interface CBR6/0, Circuit_id 1,
Port-Type T1, Port-State UP
Port Clocking network-derived, aal1 Clocking Method CESIWF_AAL1_CLOCK_Sync
Channel in use on this port: 1
Channels used by this circuit: 1
Cell-Rate: 171, Bit-Rate 64000
cas OFF, cell-header 0X3E80 (vci = 1000)
Configured CDV 2000 usecs, Measured CDV unavailable
ErrTolerance 8, idleCircuitdetect OFF, onHookIdleCode 0x0
state: VcActive, maxQueueDepth 128, startDequeueDepth 111
Partial Fill: 47, Structured Data Transfer 24
HardPVC
src: CBR6/0 vpi 0, vci 16
Dst: ATM6/0 vpi0, vci 1000

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 14 : show ces circuit interfaceのフィールドの説明

説明フィールド

cescircuitインターフェイスコマンドで指定した回線の名前。circuit Name

回線の現在の設定状態。値は、ADMIN_UPまたはADMIN_DOWN
です。

Circuit-state

インターフェイスの種類、スロット、およびポート番号。インターフェイス

（Interface）

cespvcインターフェイスコマンドで指定した回線識別子。Circuit_ID

ATM-CESポートアダプタのインターフェイスタイプ。値は T1と
E1です。

Port-Type

ポートの現在のステータス。値は、Upおよび Downです。Port-State
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説明フィールド

cesdsx1clockインターフェイスコマンドで指定されたインターフェ
イスによって使用されるクロッキングモード。値は、Loop-Timed
と Network-Derived Adaptiveです。

Port Clocking

cesaal1clockインターフェイスコマンドで指定されたインターフェ
イスによって使用される AAL1クロッキングモード。値は、
Adaptive、Synchronous Residual Time Stamp（SRTS）、および
Synchronousです。

aal1 Clocking Method

このインターフェイスで使用されるアクティブなチャネル数。Channel in use on this port

回線で使用されるチャネル数。Channels used by this
circuit

1秒あたりにインターフェイスで送受信されるセルの数。Cell-Rate

セルを送受信する速度。Bit-Rate

cescircuitインターフェイスコマンドを使用するインターフェイス
で個別線信号方式（CAS）を有効にするかどうかを指定します。

cas

デバッグのみに使用する ATMセルヘッダー VCIバイト。cell-header

cescircuitインターフェイスコマンドで指定されたピーク間のセル
遅延変動（CDV）要件（CDV）をミリ秒単位で示します。CDVの
場合、指定できる範囲は1～65535ミリ秒です。デフォルトは2000
ミリ秒です。

Configured CDV

実際のセル遅延変動をミリ秒単位で示します。Measured CDV

内部使用専用。ErrTolerance

アイドル状態の回線検出が有効（ON）か無効（OFF）かを示しま
す。

idleCircuitdetect

cescircuitインターフェイスコマンドでオンフック検出機能が有効
であることと、オンフックを検出する 2または 4ビットAB[CD]パ
ターンを示す 16進数値（0～ F）を示します。AB[CD]ビットは、
CBRトラフィックを生成している音声またはビデオテレフォニー
デバイスの製造者によって決定されます。

onHookIdleCode

回線の現在の状態。値は、VcActive、VcInactive、VcLOC（セルの
損失）、または VcAlarm（アラーム条件）です。

state

キューの最大深度（ビット単位）。maxQueueDepth

開始デキュー深度（ビット単位）。startDequeueDepth
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説明フィールド

cescircuitインターフェイスコマンドで指定された構造化されたサー
ビスの AAL1部分セル充填サービスを示します。範囲は 0～ 47秒
です。デフォルトは 47です。

Partial Fill

構造化データ転送フレームのサイズ（バイト単位）。Structured Data Transfer

ATM-CESポートアダプタによって Hard PVCのみサポートされま
す。

HardPVC

回線の送信元インターフェイスのタイプ、スロット、ポート番号、

VPI、VCI。
src

回線の宛先インターフェイスのタイプ、スロット、ポート番号、

VPI、VCI。
Dst

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus
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show ces interface cbr
固定ビットレート（CBR）ポートの詳細情報を表示するには、特権 EXECモードで
showcesinterfacecbrコマンドを使用します。

show ces interface cbrslot/port

構文の説明 CESインターフェイスのスロットおよびポート番号。slot/port

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 以下に、CBRインターフェイス 6/0に対する showcesinterfacecbrコマンドの出力例を
示します。

Router# show ces interface cbr 6/0
Interface: CBR6/0 Port-type:T1-DCU
IF Status: UP Admin Status: UP
Channels in use on this port: 1
LineType: ESF LineCoding: B8ZS LoopConfig: NoLoop
SignalMode: NoSignalling XmtClockSrc: network-derived
DataFormat: Structured AAL1 Clocking Mode: Synchronous LineLength: 0_110
LineState: LossOfSignal
Errors in the Current Interval:
PCVs 0 LCVs 0 ESs 0 SESs 0 SEFSs 0
UASs 0 CSSs 0 LESs 0 BESs 0 DMs 0

Errors in the last 24Hrs:
PCVs 514 LCVs 0 ESs 0 SESs 1 SEFSs 0
UASs 0 CSSs 0 LESs 0 BESs 0 DMs 0

Input Counters: 0 cells, 0 bytes
Output Counters: 0 cells, 0 bytes

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

表 15 : show ces interface cbrのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスの種類、スロット、およびポート番号。Interface
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説明フィールド

ATM-CESポートアダプタ上のポートのタイプ。値は、T1-DCUおよび
E1-DCUです。

Port-type

インターフェイスのステータス値は、Upおよび Downです。IF Status

インターフェイスの設定済みステータス。値は、Upまたは Downです
（管理上、Downに設定されます）。

Admin Status

このインターフェイスで使用されるアクティブなチャネル数。Channels in use on
this port

cesdsx1framingインターフェイスコマンドで指定された、インターフェ
イス上で使用されているフレーミング。値は、ESFおよび SF（T1の場
合）、E1-CRC-MFCASLT、E1-CRC-MFLT、E1-LT、E1-MFCASLT（E1
の場合）です。

LineType

cesdsx1linecodeインターフェイスコマンドで指定された、インターフェ
イス上で使用されているラインコーディング。値は、AMIおよびB8ZS
（T1の場合）、HDB3（E1の場合）です。

LineCoding

インターフェイスが cesdsx1loopbackインターフェイスコマンドで指定
されたループ状態にあるかどうかを示します。値は、line loopback、
payload loopback、または noloopです。

LoopConfig

T1の場合、robbedビットシグナリングを使用するかどうかを示します。SignalMode

cesdsx1clockインターフェイスコマンドで指定された送信クロックソー
ス。値は、loop-timedまたは network-derivedです。

XmitClockSrc

cesaal1serviceインターフェイスコマンドで指定された CESのタイプ。
値は、structuredまたは unstructuredです。

DataFormat

cesaal1clockインターフェイスコマンドで指定されたインターフェイス
によって使用される AAL1クロッキングモード。値は、adaptive、
synchronous residual time stamp（SRTS）、または synchronousです。

AAL1ClockingMode

cesdsx1lboインターフェイスコマンドで指定されたケーブル長。値は、
0-110、10-200、220-330、330-440、440-550、550-660、660-above、
square-pulseです。

LineLength
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説明フィールド

回線の現在のステータス。値は次のとおりです。

•不明

• NoAlarm

• RcvFarEndLOF

• XmtFarEndLOF

• RcvAIS

• XmtAIS

• LossOfFrame

• LossOfSignal

• LoopbackState

• T16AIS

LineState

現在の 15分間隔の間に受け取ったエラーの統計。Errors in the Current
Interval

パスコード違反（PCV）の数。PCVは、D4および E1 no-CRC形式の場
合はフレーム同期ビットエラー、ESFおよびE1CRC形式の場合はCRC
エラーを意味します。

PCVs

ラインコード違反（LCV）の数。LCVは、バイポーラ違反（BPV）ま
たは過剰ゼロ（EXZ）エラーイベントが発生したことを意味します。

LCVs

エラー秒数。ESFおよび E1 CRCリンクの場合、エラー秒数は、1秒間
に 1つ以上のパスコード違反、1つ以上のフレーム同期外れ障害、1つ
以上の制御スリップイベント、または AIS障害が検出されたことを意
味します。

SFおよび E1 no-CRCリンクの場合は、バイポーラ違反が検出された場
合もエラー秒数がトリガーされます。

ESs

重大エラー秒数（SES）。SESは、1秒間に 320以上のパスコード違反
エラーイベント、1つ以上のフレーム同期外れ障害、またはAIS障害が
検出されたことを意味します。

SESs

重大エラーフレーム秒数（SEF）。SEFSは、1秒間に1つ以上のフレー
ム同期外れ障害または着信 AISが検出されたことを意味します。

SEFSs

使用不可秒数（UAS）。UASは、インターフェイス上での合計秒数の
カウントです。

UASs

制御スリップ秒数（CSS）。CSSは、1秒間に 1つ以上の制御スリップ
が含まれることを意味します。

CSSs
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説明フィールド

ラインエラー秒数（LES）。LESは、1秒間に 1つ以上のラインコード
違反エラーが検出されたことを意味します。

LESs

バーストエラー秒数（BES）。BESは、1秒間に 2つ以上 320個未満の
パス符号違反エラーが検出され、重大エラーフレーム障害と着信 AIS
障害は検出されなかったことを意味します。制御スリップは、このパラ

メータに含まれません。

BESs

劣化分数（DM）。劣化分数が 1の場合、推定エラー率が 1E-6を超えて
いるが、1E-3以下であることを意味します。詳細については、RFC1406
を参照してください.

DMs

過去 24時間中に受け取ったエラーの統計。Errors in the last
24Hrs

インターフェイス上で受信したセル数とバイト数。Input Counters

セル数とバイト数。Output Counters

関連コマンド DescriptionCommand

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示し
ます。

showinterfacecbr
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show ces status
ATM-CESポートアダプタ上のポートのステータスを表示するには、特権EXECモードで show
ces statusコマンドを使用します。

show ces status

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 以下に、show ces statusコマンドの出力例を示します。この出力には、インターフェ
イス名、インターフェイスの状態、インターフェイスの管理ステータス、ポートの種

類、およびそのインターフェイスで使用中のチャネル数が表示されます。インターフェ

イスの状態は、UP（稼働中）か DOWN（非稼働）のどちらかを取ります。

Router# show ces status

Interface IF Admin Port Channels in
Name Status Status Type use

------------- -------- --------- ----------- -----------
CBR0/0/0 UP UP T1 1-24
CBR0/0/1 UP UP T1 1-24
CBR0/0/2 UP UP T1 1-24
CBR0/0/3 UP UP T1

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit
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show controllers atm
ATM逆多重化（IMA）グループに関する情報を表示するには、特権 EXECモードで show
controllers atmコマンドを使用します。

Cisco 2600および 3600シリーズ
show controllers atm [slot /ima group-number]

Cisco 7200シリーズ
show controller atm [slot/port]
or
show controllers atm [slot/ ima group-number]

Cisco 7500シリーズ（物理ポートのハードウェア情報）
show controllers atm [slot/port-adapter/port]

Cisco 7500シリーズ（IMAグループのハードウェア情報）
show controllers atm [slot/port-adapter ima group-number]

構文の説明 （任意）ATMスロット番号。slot /

（任意）このキーワードは、UNIインターフェイスのポート値ではなく、IMA
グループ指定を示します。

ima

（任意）0～ 3の範囲で IMAグループ番号を入力します。グループ番号を指定
する場合、imaと番号の間にスペースを入れないでください。

group-number

（任意）ATMポート番号。ポート

（任意）ATMポートアダプタ。port-adapter
/

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.2 GS

このコマンドがCisco 2600および 3600シリーズルータの IMAグループをサポー
トするように変更されました。

12.0(5)XK

このコマンドがCisco 2600および 3600シリーズルータの IMAグループをサポー
トするように変更されました。

12.0(5)T

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE
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変更箇所リリース

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100,7200、および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ATM IMAリンクおよびグループをモニタして診断します。

例

Cisco 7100または 7200シリーズの例

以下に、Cisco 7100シリーズまたは 7200シリーズルータで表示される、IMAグルー
プのハードウェア関連の情報の例を示します。この情報には、IMAハードウェアおよ
び IMAアラームの構成が含まれます。

Router# show controllers atm 1/ima0
Interface ATM1/ima0 is up
Hardware is IMA PA - DS1 (1Mbps)
Framer is PMC PM7344, SAR is LSI ATMIZER II
Firmware rev:G102, ATMIZER II rev:3
idb=0x61DE9F10, ds=0x6185C0A0, vc=0x6187D3C0, pa=0x6184AF40
slot 1, unit 9, subunit 0, fci_type 0x00BA, ticks 701720
400 rx buffers:size=512, encap=64, trailer=28, magic=4

Curr Stats:
rx_cell_lost=0, rx_no_buffer=0, rx_crc_10=0
rx_cell_len=0, rx_no_vcd=0, rx_cell_throttle=0, tx_aci_err=0

Rx Free Ring status:
base=0x3CFF0040, size=1024, write=320

Rx Compl Ring status:
base=0x338DCE40, size=2048, read=1275

Tx Ring status:
base=0x3CFE8040, size=8192, write=700

Tx Compl Ring status:
base=0x338E0E80, size=2048, read=344

BFD Cache status:
base=0x61878340, size=5120, read=5107

Rx Cache status:
base=0x61863D80, size=16, write=11

Tx Shadow status:
base=0x618641C0, size=8192, read=687, write=700

Control data:
rx_max_spins=12, max_tx_count=25, tx_count=13
rx_threshold=267, rx_count=11, tx_threshold=3840
tx bfd write indx=0x27, rx_pool_info=0x61863E20

Control data base address:
rx_buf_base = 0x038A15A0 rx_p_base = 0x6185CB40

rx_pak = 0x61863AF0 cmd = 0x6185C320
device_base = 0x3C800000 ima_pa_stats = 0x038E2FA0
sdram_base = 0x3CE00000 pa_cmd_buf = 0x3CFFFC00
vcd_base[0] = 0x3CE3C100 vcd_base[1] = 0x3CE1C000
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chip_dump = 0x038E3D7C dpram_base = 0x3CD80000
sar_buf_base[0] = 0x3CE4C000 sar_buf_base[1] = 0x3CF22000

bfd_base[0] = 0x3CFD4000 bfd_base[1] = 0x3CFC0000
acd_base[0] = 0x3CE88360 acd_base[1] = 0x3CE5C200

pci_atm_stats = 0x038E2EC0
ATM1/ima0 is up

hwgrp number = 1
grp tx up reg= 0x5, grp rx up reg= 0x3, rx dcb reg= 0xD4 0x4, tx links grp reg=
0x3, scci reg= 0x3C, ima id reg= 0x0, group status reg= 0xA2, tx timing reg= 0x
20, tx test reg= 0x21, tx test pattern reg= 0x41, rx test pattern reg= 0x42, icp
cell link info reg= 0xFC, icp cell link info reg= 0xFC, icp cell link info r
eg= 0x0, icp cell link info reg= 0x0, icp cell link info reg= 0x0, icp cell li
nk info reg= 0x0, icp cell link info reg= 0x0, icp cell link info reg= 0x0

Cisco 2600または 3600シリーズの例

以下に、Cisco 2600または 3600シリーズルータで表示される、ATMインターフェイ
ス 2の IMAグループ 0に関するハードウェア関連の情報の例を示します。

router# show controller atm 0/ima3
Interface ATM0/IMA3 is up
Hardware is ATM IMA

LANE client MAC address is 0050.0f0c.148b
hwidb=0x61C2E990, ds=0x617D498C
slot 0, unit 3, subunit 3
rs8234 base 0x3C000000, slave base 0x3C000000
rs8234 ds 0x617D498C
SBDs - avail 2048, guaranteed 3, unguaranteed 2045, starved 0
Seg VCC table 3C00B800, Shadow Seg VCC Table 617EF76C, VCD Table 61805798
Schedule table 3C016800, Shadow Schedule table 618087C4, Size 63D
RSM VCC Table 3C02ED80, Shadow RSM VCC Table 6180C994
VPI Index Table 3C02C300, VCI Index Table 3C02E980
Bucket2 Table 3C01E500, Shadow Bucket2 Table 6180A0E4
MCR Limit Table 3C01E900, Shadow MCR Table 617D2160
ABR template 3C01EB00, Shadow template 614DEEAC
RM Cell RS Queue 3C02C980
Queue TXQ Addr Pos StQ Addr Pos
0 UBR CHN0 3C028B00 0 03118540 0
1 UBR CHN1 3C028F00 0 03118D40 0
2 UBR CHN2 3C029300 0 03119540 0
3 UBR CHN3 3C029700 0 03119D40 0
4 VBR/ABR CHN0 3C029B00 0 0311A540 0
5 VBR/ABR CHN1 3C029F00 0 0311AD40 0
6 VBR/ABR CHN2 3C02A300 0 0311B540 0
7 VBR/ABR CHN3 3C02A700 0 0311BD40 0
8 VBR-RT CHN0 3C02AB00 0 0311C540 0
9 VBR-RT CHN1 3C02AF00 0 0311CD40 0
10 VBR-RT CHN2 3C02B300 0 0311D540 0
11 VBR-RT CHN3 3C02B700 0 0311DD40 0
12 SIG 3C02BB00 0 0311E540 0
13 VPD 3C02BF00 0 0311ED40 0

Queue FBQ Addr Pos RSQ Addr Pos
0 OAM 3C0EED80 255 0311F600 0
1 UBR CHN0 3C0EFD80 0 03120600 0
2 UBR CHN1 3C0F0D80 0 03121600 0
3 UBR CHN2 3C0F1D80 0 03122600 0
4 UBR CHN3 3C0F2D80 0 03123600 0
5 VBR/ABR CHN0 3C0F3D80 0 03124600 0
6 VBR/ABR CHN1 3C0F4D80 0 03125600 0
7 VBR/ABR CHN2 3C0F5D80 0 03126600 0
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8 VBR/ABR CHN3 3C0F6D80 0 03127600 0
9 VBR-RT CHN0 3C0F7D80 0 03128600 0
10 VBR-RT CHN1 3C0F8D80 255 03129600 0
11 VBR-RT CHN2 3C0F9D80 0 0312A600 0
12 VBR-RT CHN3 3C0FAD80 0 0312B600 0
13 SIG 3C0FBD80 255 0312C600 0
SAR Scheduling channels: -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1
ATM channel number is 1
link members are 0x7, active links are 0x0
Group status is blockedNe, 3 links configured,
Group Info: Configured links bitmap 0x7, Active links bitmap 0x0,

Tx/Rx IMA_id 0x3/0x63,
NE Group status is startUp,
frame length 0x80, Max Diff Delay 0,
1 min links, clock mode ctc, symmetry symmetricOperation, trl 0,
Group Failure status is startUpNe.
Test pattern procedure is disabled

SAR counter totals across all links and groups:
0 cells output, 0 cells stripped
0 cells input, 0 cells discarded, 0 AAL5 frames discarded
0 pci bus err, 0 dma fifo full err, 0 rsm parity err
0 rsm syn err, 0 rsm/seg q full err, 0 rsm overflow err
0 hs q full err, 0 no free buff q err, 0 seg underflow err
0 host seg stat q full err

関連コマンド DescriptionCommand

IMAグループに関する情報を表示します。showcontrollersatm

設定されているすべての IMAグループまたは特定の IMAグループに関
する情報を表示します。

showimainterfaceatm
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show dxi map
シリアルインターフェイスにマップされたすべてのプロトコルアドレスを表示するには、特

権 EXECモードで showdximapコマンドを使用します。

show dxi map

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 以下に、showdximapコマンドの出力例を示します。このコマンドによって、Apollo、
IP、DECnet、CLNS、および AppleTalkプロトコルアドレス、各種カプセル化、およ
びブロードキャストトラフィックを定義する複数のATM-DXIマップが表示されます。

Router# show dxi map

Serial0 (administratively down): ipx 123.0000.1234.1234
DFA 69(0x45,0x1050), static, vpi = 4, vci = 5,
encapsulation: SNAP

Serial0 (administratively down): appletalk 2000.5
DFA 52(0x34,0xC40), static, vpi = 3, vci = 4,
encapsulation: NLPID

Serial0 (administratively down): ip 172.21.177.1
DFA 35(0x23,0x830), static,
broadcast, vpi = 2, vci = 3,
encapsulation: VC based MUX,
Linktype IP

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 16 : show dxi mapのフィールドの説明

説明フィールド

フレームリレーのデータリンク接続識別子（DLCI）と似た、Data Exchange
Interface（DXI）フレームアドレス。DFAは 10進数、16進数、および DXIの
ヘッダーフォーマットで表示されます。ルータは、仮想パス識別子（VPI）と仮
想チャネル識別子（VCI）の値からこのアドレス値を計算します。

DFA
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説明フィールド

dxipvcで選択されたカプセル化タイプ。表示される値は、SNAP、NLPID、また
は VC based MUXです。

encapsulation

この値はMUXカプセル化でのみ使用されます。したがって、相手先固定接続
（PVC）に単一のネットワークプロトコルだけが定義されている場合に表示さ
れます。MUXカプセル化を使用するPVCに設定されたマップでは、同じリンク
タイプを定義する必要があります。

Linktype
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show dxi pvc
シリアルインターフェイスの相手先固定接続（PVC）の統計を表示するには、showdxipvcEXEC
コマンドを使用します。

show dxi pvc

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード
EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 以下に、showdxipvcコマンドの出力例を示します。この例には、シリアルインター
フェイス 0に定義済みの ATM-DXI PVCに対する出力が表示されています。

Router# show dxi pvc
PVC Statistics for interface Serial0 (ATM DXI)
DFA = 17, VPI = 1, VCI = 1, PVC STATUS = STATIC, INTERFACE = Serial0
input pkts 0 output pkts 0 in bytes 0
out bytes 0 dropped pkts 0

DFA = 34, VPI = 2, VCI = 2, PVC STATUS = STATIC, INTERFACE = Serial0
input pkts 0 output pkts 0 in bytes 0
out bytes 0 dropped pkts 0

DFA = 35, VPI = 2, VCI = 3, PVC STATUS = STATIC, INTERFACE = Serial0
input pkts 0 output pkts 0 in bytes 0
out bytes 0 dropped pkts 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 17 : show dxi pvcのフィールドの説明

説明フィールド

フレームリレーのデータリンク接続識別子（DLCI）と似た、Data
Exchange Interface（DXI）フレームアドレス。DFAは 10進数、16進
数、およびDXIのヘッダーフォーマットで表示されます。ルータは、
仮想パス識別子（VPI）と仮想チャネル識別子（VCI）の値からこの
アドレス値を計算します。

DFA
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説明フィールド

サポートされるのはスタティックマップだけです。マップは動的に

作成されません。

PVC STATUS =
STATIC

受信したパケット数。input pkts

送信したパケット数output pkts

受信したすべてのパケットのバイト数。in bytes

送信したすべてのパケットのバイト数。out bytes

ゼロ（0）の値が表示されなければなりません。ゼロ以外の値は、構
成に問題があること（具体的には、PVCが存在しないこと）を意味
します。

dropped pkts
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show dxi pvc interface
ATM Data Exchange Interface（DXI）Protocol Version Independent（PVI）インターフェイスの情
報を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show dxi pvc interfaceコマ
ンドを使用します。

show dxi pvc interface {interface-type interface-number [vpi-number vci-number]|vpi-number
vci-number}

構文の説明 インターフェイスタイプを指定します。interface-type

インターフェイス番号を指定します。interface-number

仮想パス識別子番号を指定します。vpi-number

仮想回線インターフェイス番号を指定します。vci-number

コマンドモード
ユーザ EXEC（>）特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRB

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。12.2(33)SXI

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.3に統合されました。Cisco IOS XE
2.3

使用上のガイドライン ATM DXI PVIインターフェイス情報を表示するには、使用可能なキーワードと引数を指定し
て、このコマンドを使用します。複数のインターフェイスタイプとインターフェイス番号を指

定できます。必要に応じて、インターフェイスとインターフェイス番号を指定した interface
キーワードの最初のインスタンスの後に、再度 interfaceキーワードを続けてインターフェイ
スタイプとインターフェイス番号を指定できます。

例 以下に、show dxi pvc interfaceコマンドの出力例を示します。フィールドの意味は自
明です。

Router# show dxi pvc interface serial 2/0
PVC Statistics for interface Serial2/0 (ATM DXI)
DFA = 170, VPI = 10, VCI = 10, PVC STATUS = STATIC, INTERFACE = Serial2/0
input pkts 5 output pkts 5 in bytes 510
out bytes 510 dropped pkts 0
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show ima interface atm
設定されているすべての ATM逆多重化（IMA）グループまたは特定のグループに関する情報
を表示するには、特権 EXECモードで show ima interface atmコマンドを使用します。

Cisco 2600および 3600シリーズ
show ima interface atm [slot /ima group-number] [detail]

Cisco 7200シリーズ
show ima interface atm [slot/port] [detail]
or
show ima interface atm [slot/port-adapter ima group-number] [detail]

Cisco 7500シリーズ
show ima interface atm [slot/port-adapterslot] [detail]
or
show ima interface atm [slot/port-adapter ima group-number] [detail]

Cisco 7600シリーズ
show ima interface atm [slot/subslot ima group-number] [detail]

構文の説明 （任意）ATMスロット番号。slot /

（任意）このキーワードは、UNIインターフェイスのポート値ではなく、IMA
グループ指定を示します。

ima

（任意）0～ 3の範囲で IMAグループ番号を入力します。グループ番号を指定
する場合、imaと番号の間にスペースを入れないでください。

Cisco 7600シリーズルータの場合、group-numberの値は以下のとおりです。

• 0～ 11（24ポートチャネライズド T1/E1 CEoP ATM SPA）

• 0～ 41（1ポートチャネライズド OC3/STM-1 CEoP ATM SPA）

group-number

（任意）ATMポート番号。ポート

（任意）ATMポートアダプタ。port-adapter
/

（任意）CEoP ATM SPAが取り付けられている SIPサブスロット。subslot/

（任意）詳細情報を取得するには、このキーワードを使用します。detail

コマンドモード
特権 EXEC
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コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XK

Cisco 7200および 7500シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(5)XE

Cisco 7100シリーズルータのサポートが追加されました。12.0(7)XE1

Cisco 7100、7200、および 7500シリーズルータのサポートが Cisco IOSリリー
ス 12.1(5)Tに統合されました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。この
トレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

Cisco 7600シリーズルータのサポートが、24ポートチャネライズド ATM CEoP
SPAおよび 1ポートチャネライズド OC-3/STM-1 ATM CEoP SPAに追加されま
した。

12.2(33)SRB2

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、IMAグループリンクのステータスをモニタします。

例

Cisco 7100/7200シリーズルータ

ATMインターフェイス 2上の IMAグループ 0に関する詳細な情報の例を次に示しま
す。detailキーワードを入力しないと、IMA MIB情報またはリンクの詳細情報出力は
表示されません。

Router# show ima interface atm 5/ima0 detail
ATM5/ima0 is up

ImaGroupState:NearEnd = operational, FarEnd = operational
ImaGroupFailureStatus = noFailure

IMA Group Current Configuration:
ImaGroupMinNumTxLinks = 2 ImaGroupMinNumRxLinks = 2
ImaGroupDiffDelayMax = 250 ImaGroupNeTxClkMode = common(ctc)
ImaGroupFrameLength = 128 ImaTestProcStatus = disabled
ImaGroupTestLink = 0 ImaGroupTestPattern = 0xFF

IMA MIB Information:
ImaGroupSymmetry = symmetricOperation
ImaGroupFeTxClkMode = common(ctc)
ImaGroupRxFrameLength = 128
ImaGroupTxTimingRefLink = 0 ImaGroupRxTimingRefLink = 0
ImaGroupTxImaId = 0 ImaGroupRxImaId = 0
ImaGroupNumTxCfgLinks = 2 ImaGroupNumRxCfgLinks = 2
ImaGroupNumTxActLinks = 2 ImaGroupNumRxActLinks = 2
ImaGroupLeastDelayLink = 0 ImaGroupDiffDelayMaxObs = 0

IMA group counters:
ImaGroupNeNumFailures = 1 ImaGroupFeNumFailures = 2
ImaGroupUnAvailSecs = 18 ImaGroupRunningSecs = 241

IMA Detailed Link Information:
ATM5/0 is up

ImaLinkRowStatus = active
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ImaLinkIfIndex = 1 ImaLinkGroupIndex = 47
ImaLinkState:

NeTx = active
NeRx = active
FeTx = active
FeRx = active

ImaLinkFailureStatus:
NeRx = noFailure
FeRx = noFailure

ImaLinkTxLid = 0 ImaLinkRxLid = 0
ImaLinkRxTestPattern = 64 ImaLinkTestProcStatus = disabled
ImaLinkRelDelay = 0

IMA Link counters :
ImaLinkImaViolations = 1
ImaLinkNeSevErroredSec = 10 ImaLinkFeSevErroredSec = 10
ImaLinkNeUnavailSec = 7 ImaLinkFeUnAvailSec = 8
ImaLinkNeTxUnusableSec = 17 ImaLinkNeRxUnUsableSec = 16
ImaLinkFeTxUnusableSec = 17 ImaLinkFeRxUnusableSec = 16
ImaLinkNeTxNumFailures = 0 ImaLinkNeRxNumFailures = 2
ImaLinkFeTxNumFailures = 1 ImaLinkFeRxNumFailures = 1

ATM5/1 is up
ImaLinkRowStatus = active
ImaLinkIfIndex = 2 ImaLinkGroupIndex = 47
ImaLinkState:

NeTx = active
NeRx = active
FeTx = active
FeRx = active

ImaLinkFailureStatus:
NeRx = noFailure
FeRx = noFailure

ImaLinkTxLid = 1 ImaLinkRxLid = 1
ImaLinkRxTestPattern = 64 ImaLinkTestProcStatus = disabled
ImaLinkRelDelay = 0

IMA Link counters :
ImaLinkImaViolations = 1
ImaLinkNeSevErroredSec = 10 ImaLinkFeSevErroredSec = 10
ImaLinkNeUnavailSec = 7 ImaLinkFeUnAvailSec = 8
ImaLinkNeTxUnusableSec = 16 ImaLinkNeRxUnUsableSec = 16
ImaLinkFeTxUnusableSec = 16 ImaLinkFeRxUnusableSec = 16
ImaLinkNeTxNumFailures = 0 ImaLinkNeRxNumFailures = 2
ImaLinkFeTxNumFailures = 1 ImaLinkFeRxNumFailures = 1

Cisco 7600シリーズルータ

以下に、シャーシスロット 5、SIPサブスロット 0に取り付けられた SPAの IMAグ
ループに対して表示される情報の例を示します。

Router# show ima interface atm5/0/ima1

ATM5/0/ima1 is up, ACTIVATION COMPLETE
Slot 5 Slot Unit 0 unit 257, CTRL VC 257, Vir 0, VC -1
IMA Configured BW 12186, Active BW 3046
IMA version 1.0, Frame length 128
Link Test: Disabled
Auto-Restart: Disabled

ImaGroupState: NearEnd = operational, FarEnd = operational
ImaGroupFailureStatus = noFailure

IMA Group Current Configuration:
ImaGroupMinNumTxLinks = 1 ImaGroupMinNumRxLinks = 1
ImaGroupDiffDelayMax = 25 ImaGroupNeTxClkMode = common(ctc)
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ImaGroupFrameLength = 128 ImaTestProcStatus = disabled
ImaGroupTestLink = None ImaGroupTestPattern = 0x0
ImaGroupConfLink = 8 ImaGroupActiveLink = 2

IMA Link Information:
ID Link Link Status Test Status
---- -------------- ------------------------------ ---------------
0 T1 5/0/0 Up - controller Up disabled
1 T1 5/0/1 Up - controller Up disabled
2 T1 5/0/2 Down - controller Up disabled
3 T1 5/0/3 Down - controller Up disabled
4 T1 5/0/4 Down - controller Up disabled
5 T1 5/0/5 Down - controller Up disabled
6 T1 5/0/6 Down - controller Up disabled
7 T1 5/0/7 Down - controller Up disabled

Cisco 2600/3600シリーズルータ

ATMインターフェイス 2上の IMAグループ 0に関する詳細な情報の例を次に示しま
す。detailキーワードを指定しない場合は、グループの詳細情報までの情報だけが表示
されます。

Router# show ima interface atm 4/ima0 detail
Interface ATM2/IMA2 is up

Group index is 2
Ne state is operational, failure status is noFailure
active links bitmap 0x30

IMA Group Current Configuration:
Tx/Rx configured links bitmap 0x30/0x30
Tx/Rx minimum required links 1/1
Maximum allowed diff delay is 25ms, Tx frame length 128
Ne Tx clock mode CTC, configured timing reference link ATM2/4
Test pattern procedure is disabled

Detailed group Information:
Tx/Rx Ima_id 0x22/0x40, symmetry symmetricOperation
Number of Tx/Rx configured links 2/2
Number of Tx/Rx active links 2/2
Fe Tx clock mode ctc, Rx frame length 128
Tx/Rx timing reference link 4/4
Maximum observed diff delay 0ms, least delayed link 5
Running seconds 32
GTSM last changed 10:14:41 UTC Wed Jun 16 1999

IMA Group Current Counters (time elapsed 33 seconds):
3 Ne Failures, 3 Fe Failures, 4 Unavail Secs

IMA Group Total Counters (last 0 15 minute intervals):
0 Ne Failures, 0 Fe Failures, 0 Unavail Secs

Detailed IMA link Information:

Interface ATM2/4 is up
ifIndex 13, Group Index 2, Row Status is active
Tx/Rx Lid 4/4, relative delay 0ms
Ne Tx/Rx state active/active
Fe Tx/Rx state active/active
Ne Rx failure status is noFailure
Fe Rx failure status is noFailure
Rx test pattern 0x41, test procedure disabled

IMA Link Current Counters (time elapsed 35 seconds):
1 Ima Violations, 0 Oif Anomalies
1 Ne Severely Err Secs, 2 Fe Severely Err Secs
0 Ne Unavail Secs, 0 Fe Unavail Secs
2 Ne Tx Unusable Secs, 2 Ne Rx Unusable Secs
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0 Fe Tx Unusable Secs, 2 Fe Rx Unusable Secs
0 Ne Tx Failures, 0 Ne Rx Failures
0 Fe Tx Failures, 0 Fe Rx Failures

IMA Link Total Counters (last 0 15 minute intervals):
0 Ima Violations, 0 Oif Anomalies
0 Ne Severely Err Secs, 0 Fe Severely Err Secs
0 Ne Unavail Secs, 0 Fe Unavail Secs
0 Ne Tx Unusable Secs, 0 Ne Rx Unusable Secs
0 Fe Tx Unusable Secs, 0 Fe Rx Unusable Secs
0 Ne Tx Failures, 0 Ne Rx Failures
0 Fe Tx Failures, 0 Fe Rx Failures

Interface ATM2/5 is up
ifIndex 14, Group Index 2, Row Status is active
Tx/Rx Lid 5/5, relative delay 0ms
Ne Tx/Rx state active/active
Fe Tx/Rx state active/active
Ne Rx failure status is noFailure
Fe Rx failure status is noFailure
Rx test pattern 0x41, test procedure disabled

IMA Link Current Counters (time elapsed 46 seconds):
1 Ima Violations, 0 Oif Anomalies
1 Ne Severely Err Secs, 2 Fe Severely Err Secs
0 Ne Unavail Secs, 0 Fe Unavail Secs
2 Ne Tx Unusable Secs, 2 Ne Rx Unusable Secs
0 Fe Tx Unusable Secs, 2 Fe Rx Unusable Secs
0 Ne Tx Failures, 0 Ne Rx Failures
0 Fe Tx Failures, 0 Fe Rx Failures

IMA Link Total Counters (last 0 15 minute intervals):
0 Ima Violations, 0 Oif Anomalies
0 Ne Severely Err Secs, 0 Fe Severely Err Secs
0 Ne Unavail Secs, 0 Fe Unavail Secs
0 Ne Tx Unusable Secs, 0 Ne Rx Unusable Secs
0 Fe Tx Unusable Secs, 0 Fe Rx Unusable Secs
0 Ne Tx Failures, 0 Ne Rx Failures
0 Fe Tx Failures, 0 Fe Rx Failures

関連コマンド DescriptionCommand

IMAグループに関する情報を表示します。showcontrollersatm
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show interface cbr
ATM-CESポートアダプタ上の固定ビットレート（CBR）インターフェイスに関する情報を表
示するには、特権 EXECモードで showinterfacecbrコマンドを使用します。

show interface cbr slot/port

構文の説明 インターフェイスのスロットおよびポート。slot/port

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 以下に、showinterfacecbrコマンドの出力例を示します。

Router# show interface cbr 6/0
CBR6/0 is up, line protocol is up
Hardware is DCU
MTU 0 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 0 usec, rely 255/255, load 248/255
Encapsulation ET_ATMCES_T1, loopback not set
Last input 00:00:00, output 00:00:00, output hang never
Last clearing of "show interface" counters never
Queueing strategy: fifo
Output queue 0/0, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
5 minute input rate 1507000 bits/sec, 3957 packets/sec
5 minute output rate 1507000 bits/sec, 3955 packets/sec

3025960 packets input, 142220120 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
3030067 packets output, 142413149 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。
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表 18 : show interface cbrのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスのタイプ、スロット、ポート番号、ならびにインター

フェイスハードウェアの状態が現在アクティブまたはダウンであるか

（キャリア検知の有無）、あるいは管理者によってダウン状態にされて

いるかを示します。

CBR6/0 is...

回線プロトコルを処理するソフトウェアプロセスが回線を使用可能と見

なしているかどうか（つまり、キープアライブが成功しているかどうか）

を示します。値は、up、down、または administratively downです。

line protocol is...

ハードウェアタイプ。Hardware is...

インターフェイスの最大伝送単位MTU

インターフェイスの帯域幅（kbps）BW

インターフェイスの遅延（マイクロ秒単位）。DLY

255を分母とする分数で表したインターフェイスの信頼性（255/255は
100%の信頼性）。5分間の幾何平均から算出されます。

rely

インターフェイスの負荷を表す、255を分母とする分数（255/255は完全
な飽和状態を表します）。5分間の幾何平均から算出されています。計
算には、bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコマンド
による値が使用されます。

負荷

インターフェイスに割り当てられているカプセル化方式。Encapsulation

ループバックが設定されているかどうかを示します。loopback not set

インターフェイスによって最終パケットが正常に受信された時点からの

経過時間（時間、分、秒）。この情報は、デッドインターフェイスでい

つ障害が発生したかを把握する場合に役立ちます。

Last input

インターフェイスによって最終パケットが正常に送信された時点からの

経過時間（時間、分、秒）。

Last output

送信に時間がかかりすぎたためにインターフェイスが最後にリセットさ

れてから経過した時間、分、秒（または never）。「last」フィールドの
時間数が24時間を超える場合、日数および時間数が表示されます。フィー
ルドがオーバーフローすると、アスタリスク（*）が表示されます。

output hang
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説明フィールド

このレポートで表示される統計情報（送受信バイト数など）を累積して

いるカウンタが前回ゼロにリセットされた時刻。このカウンタをクリア

しても、ルーティングに影響する可能性のある変数（loadや reliabilityな
ど）はクリアされません。

"***"は、経過時間が長すぎて表示できないことを意味します。0:00:00
は、カウンタがクリアされてからの経過時間が231msより長いこと（お
よび 232 ms未満であること）を示します。

Last clearing

ファーストインファーストアウトキューイング戦略（優先リスト

（priority-list）、カスタムリスト（custom-list）、または重み付け均等
（weighted fair）キューイング戦略が表示される場合もあります）。

Queueing strategy

出力および入力キューのパケット数。各数値の後ろに、スラッシュ、

キューの最大サイズ、およびキューが満杯になったためにドロップされ

たパケット数が表示されます。

Output queue、drops
input queue、drops

最後の 5分間で 1秒あたりに送信したビットおよびパケットの平均数。5 minute input rate, 5
minute output rate

システムが受信したエラーのないパケットの総数。packets input

システムが受信したエラーのないパケットの合計バイト数（データおよ

びMAC（メディアアクセスコントロール）カプセル化など）。
bytes input

メインシステムにバッファスペースがないためにドロップされた受信パ

ケット数。ignoredカウントと比較します。イーサネットのブロードキャ
ストストームおよびシリアル回線のノイズのバーストが、ほとんどの場

合 no input bufferイベントの原因になります。

no buffer

インターフェイスが受信したブロードキャストまたはマルチキャストパ

ケットの総数

broadcasts

メディアの最小パケットサイズよりも小さいために破棄されたパケット

の数。

runts

メディアの最大パケットサイズを超えたために、破棄されたパケットの

数。

giants

no buffer、runts、giants、CRCs、frame、overrun、ignored、abort countsの
総数。その他の入力関連のエラーによってカウントが増える場合がある

ため、この合計はその他のカウントと合わないことがあります。

input errors
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説明フィールド

送信元のLANステーションまたは遠端デバイスで生成された巡回冗長検
査が、受信データから算出されたチェックサムと一致しません。LANの
場合は通常、LANインターフェイスまたは LANバス自体にノイズまた
は伝送上の問題があります。CRCの数値が高いことは、通常、コリジョ
ンの結果であるか、ステーションが不良データを送信することが原因で

す。シリアルリンクでは、CRCsは通常、データリンク上のノイズ、ゲ
インヒット、または伝送上の問題を示します。

CRC

CRCエラーおよび整数以外のオクテット数を含む、不正な受信パケット
数

frame

入力速度がレシーバのデータ処理能力を超えたために、シリアルレシー

バハードウェアが受信したデータをハードウェアバッファに格納できな

かった回数。

overrun

インターフェイスハードウェアの内部バッファの容量が少ないために、

インターフェイスによって無視された受信パケット数。これらのバッファ

は、先の bufferの説明で述べたシステムバッファとは異なります。ブ
ロードキャストストームやノイズのバーストによって、ignoredのカウン
トが増える場合があります。

ignored

そのインターフェイスの 1ビットの不正なシーケンス。これは通常、イ
ンターフェイスとデータリンク機器間で、クロッキングの問題があるこ

とを示します。

abort

システムが送信したメッセージの総数packets output

データおよびMACカプセル化など、システムが送信したバイトの総数bytes

ルータの処理能力を超えた速度でトランスミッタが動作した回数。一部

のインターフェイスでは、この値が報告されない場合があります。

underruns

検査するインターフェイスに関し、発信されるデータグラムの最終的な

送信を妨げたエラーの総数。複数のエラーがあるデータグラムや、特定

のカテゴリに分類されないエラーのあるデータグラムもあるため、この

値は列挙される出力エラーの総数とは必ずしも一致しません。

output errors

コリジョンがCBRインターフェイスで発生することはないため、この統
計値は常にゼロになります。

collisions

インターフェイスがリセットされた回数。管理者がインターフェイスを

リセットする場合や、内部エラーが発生した際に自動的にリセットされ

る場合もあります。

interface resets

出力で受信したリソースエラーの数。output buffer failures
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説明フィールド

DRAMにスワッピングされたパケットの数。output buffers
swapped out

関連コマンド DescriptionCommand

詳細なCBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr
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show interfaces atm
ATMインターフェイスに関する情報を表示するには、特権EXECモードで show interfaces atm
コマンドを使用します。

AIP搭載の Cisco 7500シリーズルータ、ATM、ATM-CES、および拡張 ATMポートアダプ
タ搭載の Cisco 7200シリーズルータ、1ポート ATM-25ネットワークモジュール搭載の Cisco
2600および 3600シリーズルータ
show interfaces atm[{slot/port}]

ATMポートアダプタおよび拡張 ATMポートアダプタ搭載の Cisco 7500シリーズルータ
show interfaces atm[{slot/port-adapter/port}]

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ
show interfaces atm[{ slot/port}]ポート

構文の説明 （任意）ATMスロット番号およびポート番号。次のプラットフォーム構
成の場合、このフォーマットを使用します。

• Cisco 7500シリーズルータの Accountable Internet Protocol（AIP）。

• Cisco 7200シリーズルータの ATMポートアダプタ、ATM回線エ
ミュレーションサービス（CES）ポートアダプタ、または拡張ATM
ポートアダプタ。

• Cisco 2600および 3600シリーズルータ上の 1ポート ATM-25ネット
ワークモジュール。

slot/port

（任意）ATMスロット、ポートアダプタ、およびポート番号。Cisco7500
シリーズルータの ATMポートアダプタまたは拡張 ATMポートアダプ
タには、このフォーマットを使用します。

slot/port-adapter/port

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータで変更されました。オーバーランのカウントにはオーバーサブ

スクリプションドロップパケット数が含まれます。入力エラーのカウ

ントにはエラーパケットの数が含まれます。

Cisco IOS XE Release
3.1S

このコマンドは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータで変更されました。show interfaces atmコマンドの出力が修正さ
れて、入力エラーおよび入力オーバーランのカウンタ情報にサブドロッ

プの入力が含まれるようになりました。

Cisco IOS XE Release
3.9S

例 次に、showinterfacesatmコマンドの出力例を示します。

Device# show interfaces atm 4/0

ATM4/0 is up, line protocol is up
Hardware is cxBus ATM
Internet address is 10.108.97.165, subnet mask is 255.255.255.0
MTU 4470 bytes, BW 100000 Kbit, DLY 100 usec, rely 255/255, load ½55
ATM E164 Auto Conversion Interface
Encapsulation ATM, loopback not set, keepalive set (10 sec)
Encapsulation(s): AAL5, PVC mode
256 TX buffers, 256 RX buffers, 1024 Maximum VCs, 1 Current VCs
Signalling vc = 1, vpi = 0, vci = 5
ATM NSAP address: BC.CDEF.01.234567.890A.BCDE.F012.3456.7890.1234.13
Last input 0:00:05, output 0:00:05, output hang never
Last clearing of "show interface" counters never
Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
Five minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
Five minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

144 packets input, 3148 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
154 packets output, 4228 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 1 interface resets, 0 restarts

以下に、Cisco 7500シリーズルータのATMポートアダプタに対する showinterfacesatm
コマンドの出力例を示します。

Device# show interfaces atm 0/0/0

ATM0/0/0 is up, line protocol is up
Hardware is cyBus ATM
Internet address is 10.1.1.1/24
MTU 4470 bytes, sub MTU 4470, BW 156250 Kbit, DLY 80 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation ATM, loopback not set, keepalive set (10 sec)
Encapsulation(s): AAL5, PVC mode
256 TX buffers, 256 RX buffers,
2048 maximum active VCs, 1024 VCs per VP, 1 current VCCs
VC idle disconnect time: 300 seconds
Last input never, output 00:00:05, output hang never
Last clearing of "show interface" counters never
Queueing strategy: fifo
Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
5 minute input rate 0 bits/sec, 1 packets/sec
5 minute output rate 0 bits/sec, 1 packets/sec
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5 packets input, 560 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
5 packets output, 560 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

以下に、自動仮想回線（VC）が設定された Cisco ASR 1000シリーズルータのATMイ
ンターフェイスに対する show interfaces atmコマンドの出力例を示します。

PPPoE Active Discovery Initiation（PADI）破棄エラーは、自動 VCが Cisco ASR 1000シ
リーズルータに設定されている場合にのみ表示されます。

（注）

Device# show interfaces atm0/3/0

ATM0/2/0 is up, line protocol is up
Hardware is SPA-3XOC3-ATM-V2, address is 0026.cb0c.e620 (bia 0026.cb0c.e620)
MTU 4470 bytes, sub MTU 4470, BW 149760 Kbit/sec, DLY 80 usec,

reliability 255/255, txload 14/255, rxload 18/255
Encapsulation ATM, loopback not set
Keepalive not supported
Auto VC PADI drops 36180
Encapsulation(s): AAL5 AAL0
8191 maximum active VCs, 5001 current VCCs
VC Auto Creation Enabled.
VC idle disconnect time: 300 seconds
0 carrier transitions
Last input never, output 00:00:00, output hang never
Last clearing of "show interface" counters 00:22:57
Input queue: 0/375/18799881/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
Queueing strategy: fifo
Output queue: 0/40 (size/max)
5 minute input rate 10725000 bits/sec, 27944 packets/sec
5 minute output rate 8265000 bits/sec, 14531 packets/sec

38786080 packets input, 1861731840 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts (0 IP multicasts)
0 runts, 0 giants, 0 throttles
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
20117198 packets output, 1448438256 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 unknown protocol drops
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

以下に、CiscoASR1000シリーズルータの共有ポートアダプタに対する show interfaces
atmコマンドの出力例を示します。
Device# show interfaces atm 1/2/0

ATM1/2/0 is up, line protocol is up
Hardware is SPA-1XOC12-ATM-V2, address is 001a.3046.9460 (bia 001a.3046.9460)
Description: Connected to AX4000 Port 1
MTU 4470 bytes, sub MTU 4470, BW 599040 Kbit/sec, DLY 80 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ATM, loopback not set
Keepalive not supported
Encapsulation(s): AAL5 AAL0
8191 maximum active VCs, 1 current VCCs
VC Auto Creation Disabled.
VC idle disconnect time: 300 seconds
0 carrier transitions
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Last input never, output 1d08h, output hang never
Last clearing of "show interface" counters 15:08:22
Input queue: 0/375/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
Queueing strategy: fifo
Output queue: 0/40 (size/max)
30 second input rate 105054000 bits/sec, 102593 packets/sec
30 second output rate 104216000 bits/sec, 101773 packets/sec

15735943 packets input, 2014200704 bytes, 0 no buffer
Received 0 broadcasts (0 IP multicasts)
0 runts, 0 giants, 0 throttles
1628867 input errors, 0 CRC, 0 frame, 1628867 overrun, 0 ignored, 0 abort
15735888 packets output, 2014193664 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 unknown protocol drops
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

次の表で、出力例に示されているフィールドについて説明します。

表 19 : show interfaces atmのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスハードウェアが現在アクティブかどうか（キャリア

検出が存在するかどうか）、および管理者によりダウン状態にされてい

るかどうかを示します。

ATM... is {up | down |
administratively down}

回線が、回線プロトコルを処理するソフトウェアプロセスで使用可能

かどうか（つまり、キープアライブが成功したかどうか）を示します。

line protocol is {up |
down | administratively
down}

ハードウェアタイプ。Hardware is

Internet address and subnet mask.Internet address is

インターフェイスの最大伝送単位MTU

サブインターフェイスの最大伝送単位。sub MTU

インターフェイスの帯域幅（kbps）。BW

インターフェイスの遅延（マイクロ秒単位）。DLY

255を分母とする分数で表したインターフェイスの信頼性（255/255は
100%の信頼性）。5分間の幾何平均から算出されます。

rely

インターフェイスの負荷を表す、255を分母とする分数（255/255は完
全な飽和状態を表します）。5分間の幾何平均から算出されています。
計算には、bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコマ
ンドによる値が使用されます。

負荷

ATME164自動変換が有効であることを示します。このフィールドが存
在しない場合、ATM E164自動変換は無効にされています。

ATM E164 Auto
Conversion Interface

インターフェイスに割り当てられているカプセル化方式。Encapsulation
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説明フィールド

インターフェイスがループバックのテスト用に設定されているかどうか

を示します。

loopback

キープアライブが設定されているかどうかを示します。keepalive

PPPoE Active Discovery Initiation（PADI）破棄エラーは、show interface
コマンドのオーバーランセクションの一部として表示されます。ここ

で、オーバーランはオーバーサブスクリプションカウンタと PADI破
棄エラーの合計です。

Auto VC PADI

インターフェイスで使用されているカプセル化のタイプ（ATMアダプ
テーション層 5（AAL5）など）と、相手先固定接続（PVC）または仮
想回線（SVC）モードのどちらか。

Encapsulation(s)

atmtxbuffコマンドで設定されているバッファ数。TX buffers

atmrxbuffコマンドで設定されているバッファ数。RX buffers

仮想回線の最大数。Maximum active VCs

仮想パスごとの仮想回線の数。デフォルトは 1024です。VCs per VP

現在開いている仮想回線接続の数。Current VCs

SVCに許容されるアイドル状態の秒数。この秒数に達すると、SVCが
切断されます。

VC idle disconnect
time

シグナリング PVCの数。Signalling vc

仮想パス識別子番号。vpi

仮想チャネル識別子番号。vci

ATMインターフェイスのネットワークサービスアクセスポイント
（NSAP）アドレス。

ATM NSAP address

インターフェイスによって最終パケットが正常に受信された時点からの

経過時間（時間、分、秒）。この情報は、デッドインターフェイスで

いつ障害が発生したかを把握する場合に役立ちます。

Last input

インターフェイスによって最終パケットが正常に送信された時点からの

経過時間（時間、分、秒）。

Last output

送信に時間がかかりすぎたためにインターフェイスが最後にリセットさ

れてから経過した時間、分、秒（またはnever）。「last」フィールドの
時間数が 24時間を超える場合、日数および時間数が表示されます。
フィールドがオーバーフローすると、アスタリスク（*）が表示されま
す。

output hang
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説明フィールド

このレポートで表示される統計情報（送受信バイト数など）を累積して

いるカウンタが前回ゼロにリセットされた時刻。このカウンタをクリア

しても、ルーティングに影響する可能性のある変数（loadや reliability
など）はクリアされません。

"***"は、経過時間が長すぎて表示できないことを意味します。0:00:00
は、カウンタがクリアされてからの経過時間が231msより長いこと（お
よび 232 ms未満であること）を示します。

Last clearing

ファーストインファーストアウトキューイング戦略（優先リスト

（priority-list）、カスタムリスト（custom-list）、または重み付け均等
（weighted fair）キューイング戦略が表示される場合もあります。

Queueing strategy

出力および入力キューのパケット数。各数値の後ろに、スラッシュ、

キューの最大サイズ、およびキューが満杯になったためにドロップされ

たパケット数が表示されます。

Output queue、drops
input queue、drops

最後の5分間で1秒あたりに送信したビットおよびパケットの平均数。5 minute input rate, 5
minute output rate

システムが受信したエラーのないパケットの総数。packets input

システムが受信したエラーのないパケットの合計バイト数（データおよ

びMAC（メディアアクセスコントロール）カプセル化など）。
bytes input

メインシステムにバッファスペースがないためにドロップされた受信

パケット数。ignoredカウントと比較します。イーサネットのブロード
キャストストームおよびシリアル回線のノイズのバーストが、ほとん

どの場合 no input bufferイベントの原因になります。

no buffer

インターフェイスが受信したブロードキャストまたはマルチキャスト

パケットの総数

Received broadcasts

メディアの最小パケットサイズよりも小さいために破棄されたパケッ

トの数。

runts

メディアの最大パケットサイズを超えたために、破棄されたパケット

の数。

giants

no buffer、runts、giants、CRCs、frame、overrun、ignored、abort counts
の総数。その他の入力関連のエラーによってカウントが増える場合があ

るため、この合計はその他のカウントと合わないことがあります。

CiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータの
場合、入力エラーフィールドの値には、自動検出ドロップ数

および入力方向で受信した不明パケット数も含まれます。

（注）

input errors
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説明フィールド

送信元の LANステーションまたは遠端デバイスで生成された巡回冗長
検査が、受信データから算出されたチェックサムと一致しません。LAN
の場合は通常、LANインターフェイスまたはLANバス自体にノイズま
たは伝送上の問題があります。CRCの数値が高いことは、通常、コリ
ジョンの結果であるか、ステーションが不良データを送信することが原

因です。シリアルリンクでは、CRCsは通常、データリンク上のノイ
ズ、ゲインヒット、または伝送上の問題を示します。

CRC

CRCエラーおよび整数以外のオクテット数を含む、不正な受信パケッ
ト数

frame

入力速度がレシーバのデータ処理能力を超えたために、シリアルレシー

バハードウェアが受信したデータをハードウェアバッファに格納でき

なかった回数。

CiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータの
場合、オーバーランフィールドの値には、自動検出ドロップ

数および ATM共有ポートアダプタ（SPA）ハードウェアか
ら収集された入力方向で受信した不明パケット数も含まれま

す。

（注）

overrun

インターフェイスハードウェアの内部バッファの容量が少ないために、

インターフェイスによって無視された受信パケット数。これらのバッ

ファは、先のbufferの説明で述べたシステムバッファとは異なります。
ブロードキャストストームやノイズのバーストによって、ignoredのカ
ウントが増える場合があります。

ignored

そのインターフェイスの1ビットの不正なシーケンス。これは通常、イ
ンターフェイスとデータリンク機器間で、クロッキングの問題がある

ことを示します。

abort

システムが送信したメッセージの総数packets output

データおよびMACカプセル化など、システムが送信したバイトの総数bytes

ルータの処理能力を超えた速度でトランスミッタが動作した回数。一部

のインターフェイスでは、この値が報告されない場合があります。

underruns

検査するインターフェイスに関し、発信されるデータグラムの最終的な

送信を妨げたエラーの総数。複数のエラーがあるデータグラムや、特定

のカテゴリに分類されないエラーのあるデータグラムもあるため、この

値は列挙される出力エラーの総数とは必ずしも一致しません。

output errors

この機能は ATMインターフェイスには適用されません。collisions
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説明フィールド

インターフェイスが完全にリセットされた回数。インターフェイスリ

セットは、送信のためにキューイングされたパケットが数秒以内に送ら

れなかった場合に発生する可能性があります。シリアル回線では、転送

クロックシグナルを供給していない誤動作モデム、あるいは、ケーブ

ル接続の問題でこれが発生する場合があります。シリアルインターフェ

イスのキャリア検出ラインがアップになっていながら、回線プロトコル

がダウンしていることがシステムで検出された場合、システムではイン

ターフェイスを再起動するための対応として間歇的にリセットをかけま

す。また、インターフェイスがループバックまたはシャットダウンされ

たときにも、インターフェイスのリセットが発生することがあります。

interface resets

MEMD共有メモリの不足が原因で出力ホールドキューからパケットが
出力されなかった回数。

output buffer failures

出力キューがいっぱいになっているときにメインメモリに保存される

パケット数。バッファをメインメモリに切り替えると、出力で輻輳し

ているときのパケットのドロップを防止できます。バーストトラフィッ

クでは、この数値は大きくなります。

output buffers swapped
out

エラーのためコントローラが再起動された回数。restarts
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show lane

Cisco IOSリリース 15.1Mから、Cisco IOSソフトウェアでは、showlaneコマンドを使用できな
くなりました。

（注）

インターフェイスまたはそのいずれかのサブインターフェイス、指定したサブインターフェイ

ス、あるいはエミュレート LAN（ELAN）上に設定されているすべての LANエミュレーショ
ン（LANE）コンポーネントの詳細情報を表示するには、ユーザEXECモードまたは特権EXEC
モードで showlaneコマンドを使用します。

Cisco 7500シリーズルータの AIP、Cisco 7200シリーズの ATMポートアダプタ
show lane [{interface atm slot/port [. subinterface-number]|name elan-name}] [brief]

Cisco 7500シリーズルータの ATMポートアダプタ
show lane [{interface atm slot/port-adapter/port [. subinterface-number]|name elan-name}]
[brief]

Cisco 4500および 4700ルータ
show lane [{interface atm number [. subinterface-number]|name elan-name}] [brief]

構文の説明 （任意）次のATMインターフェイスのスロットおよびポート。

• Cisco 7500シリーズルータ上の AIP。

• Cisco 7200シリーズルータの ATMポートアダプタ。

interfaceatm slot/port

（任意）Cisco 7500シリーズルータの ATMポートアダプタの
ATMインターフェイススロット、ポートアダプタ、およびポー
ト番号。

interfaceatm
slot/port-adapter/port

（任意）Cisco 4500または 4700ルータの NPMの ATMインター
フェイス番号。

interfaceatm number

（任意）サブインターフェイス番号。. subinterface-number

（任意）ELANの名前。名前の最大長は 32文字です。name elan-name

（任意）利用可能な情報の簡易サブセットを表示するために使

用されるキーワード。

brief

コマンドモード
ユーザ EXEC
特権 EXEC
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コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドは削除されました。15.1M

使用上のガイドライン showlaneコマンドを使用するということは、showlaneconfig, showlaneserver, showlanebusコマ
ンドおよび showlaneclientコマンドを使用することと同じです。showlaneコマンドは、
showlanedatabaseコマンド情報を除くすべての LANE関連の情報を表示します。

例 以下に、イーサネット ELANに対する showlaneコマンドの出力例を示します。

Router# show lane
LE Config Server ATM2/0 config table: cisco_eng
Admin: up State: operational
LECS Mastership State: active master
list of global LECS addresses (30 seconds to update):
39.020304050607080910111213.00000CA05B43.00 <-------- me
ATM Address of this LECS: 39.020304050607080910111213.00000CA05B43.00 (auto)
vcd rxCnt txCnt callingParty
50 2 2 39.020304050607080910111213.00000CA05B41.02 LES elan2 0 active

cumulative total number of unrecognized packets received so far: 0
cumulative total number of config requests received so far: 30
cumulative total number of config failures so far: 12

cause of last failure: no configuration
culprit for the last failure: 39.020304050607080910111213.00602F557940.01

LE Server ATM2/0.2 ELAN name: elan2 Admin: up State: operational
type: ethernet Max Frame Size: 1516
ATM address: 39.020304050607080910111213.00000CA05B41.02
LECS used: 39.020304050607080910111213.00000CA05B43.00 connected, vcd 51
control distribute: vcd 57, 2 members, 2 packets
proxy/ (ST: Init, Conn, Waiting, Adding, Joined, Operational, Reject, Term)
lecid ST vcd pkts Hardware Addr ATM Address

1 O 54 2 0000.0ca0.5b40 39.020304050607080910111213.00000CA05B40.02
2 O 81 2 0060.2f55.7940 39.020304050607080910111213.00602F557940.02

LE BUS ATM2/0.2 ELAN name: elan2 Admin: up State: operational
type: ethernet Max Frame Size: 1516
ATM address: 39.020304050607080910111213.00000CA05B42.02
data forward: vcd 61, 2 members, 0 packets, 0 unicasts
lecid vcd pkts ATM Address

1 58 0 39.020304050607080910111213.00000CA05B40.02
2 82 0 39.020304050607080910111213.00602F557940.02

LE Client ATM2/0.2 ELAN name: elan2 Admin: up State: operational
Client ID: 1 LEC up for 11 minutes 49 seconds
Join Attempt: 1
HW Address: 0000.0ca0.5b40 Type: ethernet Max Frame Size: 1516
ATM Address: 39.020304050607080910111213.00000CA05B40.02
VCD rxFrames txFrames Type ATM Address
0 0 0 configure 39.020304050607080910111213.00000CA05B43.00
55 1 4 direct 39.020304050607080910111213.00000CA05B41.02
56 6 0 distribute 39.020304050607080910111213.00000CA05B41.02
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59 0 1 send 39.020304050607080910111213.00000CA05B42.02
60 3 0 forward 39.020304050607080910111213.00000CA05B42.02
84 3 5 data 39.020304050607080910111213.00602F557940.02

以下に、トークンリング LANEネットワークに対する showlaneコマンドの出力例を
示します。

Router# show lane
LE Config Server ATM4/0 config table: eng
Admin: up State: operational
LECS Mastership State: active master
list of global LECS addresses (35 seconds to update):
39.020304050607080910111213.006047704183.00
ATM Address of this LECS: 39.020304050607080910111213.006047704183.00 (auto)
vcd rxCnt txCnt callingParty
7 1 1 39.020304050607080910111213.006047704181.01 LES elan1 0 active

cumulative total number of unrecognized packets received so far: 0
cumulative total number of config requests received so far: 2
cumulative total number of config failures so far: 0
LE Server ATM4/0.1 ELAN name: elan1 Admin: up State: operational
type: token ring Max Frame Size: 4544 Segment ID: 2048
ATM address: 39.020304050607080910111213.006047704181.01
LECS used: 39.020304050607080910111213.006047704183.00 connected, vcd 9
control distribute: vcd 12, 1 members, 2 packets
proxy/ (ST: Init, Conn, Waiting, Adding, Joined, Operational, Reject, Term)
lecid ST vcd pkts Hardware Addr ATM Address

1 O 8 3 100.2 39.020304050607080910111213.006047704180.01
0060.4770.4180 39.020304050607080910111213.006047704180.01

LE BUS ATM4/0.1 ELAN name: elan1 Admin: up State: operational
type: token ring Max Frame Size: 4544 Segment ID: 2048
ATM address: 39.020304050607080910111213.006047704182.01
data forward: vcd 16, 1 members, 0 packets, 0 unicasts
lecid vcd pkts ATM Address

1 13 0 39.020304050607080910111213.006047704180.01
LE Client ATM4/0.1 ELAN name: elan1 Admin: up State: operational
Client ID: 1 LEC up for 2 hours 25 minutes 39 seconds
Join Attempt: 3
HW Address: 0060.4770.4180 Type: token ring Max Frame Size: 4544

Ring:100 Bridge:2 ELAN Segment ID: 2048
ATM Address: 39.020304050607080910111213.006047704180.01
VCD rxFrames txFrames Type ATM Address
0 0 0 configure 39.020304050607080910111213.006047704183.00
10 1 3 direct 39.020304050607080910111213.006047704181.01
11 2 0 distribute 39.020304050607080910111213.006047704181.01
14 0 0 send 39.020304050607080910111213.006047704182.01
15 0 0 forward 39.020304050607080910111213.006047704182.01

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 20 : show laneのフィールドの説明

説明フィールド

それに続く行が、LANEコンフィギュレーションサーバに適用されることを
示します。これらの行は、showlaneconfigコマンドの出力にも表示されます。
出力の説明については、showlaneconfigコマンドを参照してください。

LE Config
Server
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説明フィールド

それに続く行が、LANEサーバに適用されることを示します。これらの行は、
showlaneserverコマンドの出力にも表示されます。出力の説明については、
showlaneserverコマンドを参照してください。

LE Server

それに続く行が、LANE Broadcast and Unknown Serverに適用されることを示
します。これらの行は、showlanebusコマンドの出力にも表示されます。出
力の説明については、showlanebusコマンドを参照してください。

LE BUS

それに続く行が、LANEクライアントに適用されることを示します。これら
の行は、showlaneclientコマンドの出力にも表示されます。出力の説明につい
ては、showlanebusコマンドを参照してください。

LE Client
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